
村の人口

―4 月 1 日現在一＿
世帯数 1893戸

人口総数 8798人

9)  4356人

女 4442人

(3 月中の動き）

出生 11人 死亡 7人

転入 54人 転出 42人
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よ
し
な
し
ご
と

ど
ん
な
不
幸
に
陥
入
っ
て
も
我

々
は
希
望
の
太
阻
を
心
か
ら
す
て

て
は
な
ら
な
い
。
常
に
楽
天
的
で

あ
る
こ
と
、
楽
天
即
天
命
を
楽
し

む
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
我
々
を
幸
福

に
辺
き
人
生
を
成
功
に
導
く
信
仰

で
あ
る
。
こ
の
心
を
持
た
ず
、
不

幸
を
な
げ
き
悲
し
む
ば
か
り
で
現

在
を
強
く
生
き
な
い
人
は
、
や
が

て
不
述
を
ま
ね
く
こ
と
だ
ろ
う
。

今
日
を
立
派
に
生
き
る
こ
と
が
明

日
の
希
紹
を
見
出
す
こ
と
で
あ
り

明
日
の
希
笠
が
あ
っ
て
こ
そ
明
る

く
生
き
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
。

（
へ
＞
ン
ケ
ラ
ー
女
史
）

村
議
会
風
景

予
算
総
額
約
四
低
四
千
九
百
万
円

♦
昭
和
四
十
六
年
度
一
般
会
計
補
は
じ
め
、
商
業
、
工
業
、
そ
の
他
の
振
興
に
寄
与
し
た
い
。
入
率
は
七
五
•
四
％
で
、
昨
年
よ

正
予
箕
の
産
業
を
総
合
的
に
振
興
を
は
か
そ
し
て
は
後
に
り
わ
ず
か
に
一
・
七
％
へ
っ
て
い

追
加
額
三
百
七
十
七
万
円
で
、
り
、
毀
か
な
村
づ
く
り
を
推
進
し
「
最
近
の
社
会
経
済
梢
努
の
著
し
ま
す
。

予
箕
総
額
一
二
餞
三
千
百
九
十
五
万
て
ゆ
く
。
い
変
貌
の
と
き
に
た
っ
て
、
明
和
部
落
別
加
入
率
で
は
、
斗
合
田

円
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
追
加
は
殷
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
炭
振
村
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
総
合
計
が
九
ニ
・
六
％
で
昨
年
に
引
き
統

リ
コ
ピ
ー
問
入
烈
四
十
八
万
円
法
に
基
づ
く
線
引
き
に
よ
り
炭
業
き
一
位
、
次
い
で
下
江
果
八
七
・

圃
基
本
構
想
を
碁
礎
と
し
て
、
長

第
二
庁
舎
設
計
変
更
に
よ
る
エ
の
一
約
の
振
興
を
は
か
り
、
ま
た
七
％
、
須
賀
八
七
•
四
％
の
順
に

期
展
望
の
も
と
に
諸
施
策
を
滸
実

舟
致
追
加
五
十
九
万
円
、
集
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
新
な
っ
て
い
ま
す
。

に
実
施
に
移
し
、
財
政
の
他
全
化

/
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感
顔
[
勺

た
っ
て
所
信
表
明
梱
説
を
行
な
い
一
＿
＿
つ
目
は
、
「
社
会
資
本
の
整
西
小
学
校
（
同
）
二
十
万
円
宙
企
毛
広
域
市
町
村
圏
振
興

、
本
年
度
は
四
つ
の
柱
を
誼
点
施
備
拡
充
」
役
拗
（
同
）
二
十
万
円
で
す
か
ら
、
家
に
帰
っ
て
く
る
ま

策
に
あ
げ
｀
本
村
の
村
政
の
方
向
迎
路
を
は
じ
め
公
共
施
設
の
整
明
和
分
署
（
同
）
五
万
円
臨
岳
悔
磁
祖
｛
口
予
J
笛
外
の
餌

5郡
メ
で
の
張
り
つ
め
た
気
持
ち
は
祭
し

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
力
強
伽
は
、
過
去
一
一
年
来
、
こ
の
こ
と
地
元
大
佐
貫
子
供
遊
園
地
へ
て
や
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

い
政
治
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
が
、
に

m

点
を
お
い
て
実
施
し
て
き
た
十
五
万
円
昭
和
四
十
五
年
九
月
束
毛
地
区
に
昨
年
か
ら
建
設
中
の
林
間
学
校
親
の
目
か
ら
み
れ
ば
お
子
さ
ん

は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
甘
え
ん
坊

で
や
ん
ち
ゃ
ぐ
ら
い
に
し
か
見
え

そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
が
、
本
年
度
は
特
に
困
点
目
傑
と
合
計
金
百
十
万
円
也
と
な
っ
て
を
の

1
一
市
五
町
二
村
で
設
立
さ
れ
た
建
設
四
に
三
千
万
円
、
新
釘
限
の

ー
つ
目
は
、
「
住
み
よ
い
踪
境
し
て
、
こ
れ
を
推
進
し
て
ゆ
く
。
り
、
村
で
は
早
速
各
関
係
機
関
に
東
毛
広
域
市
町
村
問
振
興
整
備
組
出
忠
碕
町
に
建
設
す
る
こ
と
に
決

づ
く
り
の
推
進
」
四
つ
目
は
、
「
腔
菜
の
振
興
」
伝
達
し
、
こ
の
こ
厚
意
を
伝
え
ま
合
で
は
、
去
る
一
一
月
二
十
三
日
開
定
し
た
臨
栂
学
校
の
建
設
役
に
二
ま
せ
ん
が
、
一
歩
、
外
へ
出
れ
ば

住
民
が
平
和
で
明
る
い
文
化
的
村
の
話
幹
産
業
で
あ
る
股
築
を
し
た
。
催
さ
れ
た
組
合
の
滋
会
で
、
昭
和
千
一
二
百
一
二
十
万
円
、
耗
常
絆
伐
は
子
ど
も
た
ち
の
世
界
に
も
案
外
、

な
生
活
が
営
な
め
る
よ
う
な
施
策
四
十
七
年
度
一
般
｛
計
予
群
を
讃
林
間
学
校

1
1が
五
り
手
万
円
、
お
と
な
の
世
昇
と
同
じ
よ
う
な
閑

を
推
進
し
て
、
住
民
福
祉
の
向
上
農
業
共
済
課
決
し
ま
し
た
。
予
群
の
規
校
は
、
一
般
分
か
八
百
四

1
七
万
円
と
な
災
か
伶
ち
構
え
て
い
る
よ
う
で
す

を
は
か
る
。
あ
る
幼
稚
園
の
先
生
の
お
話
に
よ

総
額
六
千
七
百
十
万
円
で
す
。
っ
て
い
ま
す
＂

二
つ
目
は
、
「
地
域
開
発
の
推
り
ま
す
と
、
子
ど
も
た
ち
同
志
の

進
」
四
月
十
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
関
係
市
な
お
、
今
年
七

H

に
釦
成
す
る
間
で
も
競
争
心
や
し
っ
と
心
は
も

ち
ろ
ん
、
お
ど
し
ゃ
け
ん
か
は
絶

町
村
負
担
金
五
千
一

l百
―
一
万
円
、
林
間
学
校
は
、
関
係
n
i
町
村
の
児え

な
い
よ
う
で
す
．

東
北
悩
速
自
動
車
泊
の
開
通
に
昨
年
の
十
二
月
に
叫
か
れ
た
定
ク
ー
ト
し
ま
し
た
。
組
合
偵
千
五
百
万
円
、
そ
の
他
八
硲
生
徒
の
利

m
計
画
も
詐
A

と
地

伴
っ
て
急
速
に
こ
の
地
方
が
開
発
例
村
餓
会
で
、
村
が
農
業
共
済
l
J
F1
2菜
共
済
事
契
は
、
1
2業
者
が
刀
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
完
成
が
付

一
し
か
し
、
そ
れ
を
一
概
に
良
し

悪
し
の
判
断
を
く
だ
せ
る
親
は
何

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
長
期
展
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
決
ま
り
、
不
園
の
事
故
に
よ
っ
て
受
け
る
こ
歳
t
L
I
の
主
な
も
の
は
、
赤
城
山
た
れ
て
い
ま
す
。

ー
一
人
い
る
で
し
ょ
う
か
、
み
ん
な
よ

望
に
立
っ
て
都
市
計
画
法
に
基
づ
貶
業
共
済
課
が
四
月
一
日
か
ら
ス
と
の
あ
る
損
失
を
お
ぎ
な
い
う
め'
,
'
,
.
'
.
I
I
I
'
,
'
.
,
'
,
.
)・
）
ー
・
・99
9
9
9
.
.
'
,
)
)

ー.. 

,., 
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＾
一
て
、
煤
業
経
営
の
安
定
を
は
か
り
住
民
課
）
い
子
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
気
持

炭
業
生
産
力
の
発
展
に
役
だ
つ
も
役
場
人
事
異
動
冑
委
只
会
事
務
屈
奈
良
照
ち
で
す
が
、
幼
稚
図
と
は
い
い
な

策
ー
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
の
で
｀
屡
業
災
宙
補
伯
法
に
基
づ
四
月
一
日
付
を
も
っ
て
、
役
楊
江
（
企
囮
聞
発
課
）
が
ら
、
こ
れ
も
人
問
の
社
会
で
す

の
推
進
い
て
行
な
わ
れ
、
い
ま
ま
で
店
業
霰
員
の
人
事
異
動
が
行
な
わ
れ
ま0H
格
お
と
な
の
礼
会
の
節
図
と
み
て
い

施
し
た
。
総
務
課
有
線
放
送
係
長
品

1
1
1い
で
し
ょ
う
。

：
日
日
拡
充
国
[
I
t
m
ロ
・a
H
e
o
[

f
n
`
[
]
り
。
日
ぃ
長
即
口
角
汰
郎
一
た
ば
こ
は
村
内
て

重
牒
業
共
済
課
は
、
第
二
庁
舎
二
総
務
課
活
水
芙
枝
子
（
税
務
殷
業
共
済
課
共
薪
係
長
川
上

4

産
業
の
振
興
昭
の
事
務
室
に
設
四
さ
れ
て
い
ま
課
）
幸
次
郎

す
。
企
固
開
発
課
野
木
村
幸
子
（
混
業
共
済
課
加
脱
ひ
で
子

第
一l
一
回
定
例
村
議
会
・

新
年
疫
予
旗
な
と
き
ま
る

買
い
ま
し
J
ラ

混
業
共
済
課
須
四
円
一

税
務
課
梃
本
只
好

住
民
課
原
口
享

＂
麟
鱈

季
節
の
話
題M
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一般会計経費別歳出予算の内訳

昭和47年1文 3 （む 1912万円
昭和46年 1文 2 佗6351万円
前年度対比 21. 1％賠

＞としn予算をがら
般
計一会 3 ｛意 1, 9 1 2 万円

武
道
館
や
保
育
園
を
建
設
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廿I
'
l
二
‘
-
八
五
干
円

カ
ロ
n

二
八
、
一
五
一
干
円

ニ
八
ぶ
ハ
六
八
千
円

ー
川
六
七
、O
―
七
干
，
門
，
／
ー
／
ー

I
J

W
r
Tロー
ー
六0
、
三
tr
干
円

一
六
三
、
三
芦
量
疇
四

□
国
に
悼

贔
、

O

三
三
千
円

ブ
購
入
費
補
助
金
六
十
五
万
円
、
童
福
祉
喪
千
八
百
万
円
は
民
生
残
一
血
心
今
会
計
牲
i
齊
〖
訓
空
蔵
中

1
の
内
〗
訳

保
育
所
補
助
金
二
百
五
十
万
円
、
の
六
一
一
・
三
％
に
当
り
、
こ
の
使

ー
一
そ
の
他

武
道
館
建
築
補
助
金
二
百
五
十
万
い
み
ち
は
、
保
育
園
の
建
設
費
に

冒
]
]
〖

□攣
疇□＿2

8
2
4
2
]
]
5
8
8
0
0

』
攣□口
言
我TJ

Q
J
万
円

よ
う
に
入
っ
て
、
と
の
よ
う
に
使
向
ぷ
支
出
金

わ
れ
る
か
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
説
円
額
5
5
6
9
9
1
4
6
5
3
5
3
6
3
5
4
3
5
4
0
1
3
予
防
竺
一
百
四
十
万
円
は
、
各
工
事
に
伴
う
用
地
買
収
烈
、
県
単
教
育
針
は
｀
使
わ
れ
る
金
の
一
―

叩
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
県
が
村
で
行
な
う
事
業
の
一
部
臼
2
0
3
0
,
3
,
1
1
]
6
.
3
'
種
予
防
接
種
及
び
結
核
検
診
、
乳
事
業
等
負
担
金
、
｝
醤
改
良
工
事
番
目
を
し
め
、
昨
年
よ
り
千
七
百

p
一
佃
会
計
計
尉□

言
」
口
計
胃
｀

k
月
9
]い
口
甜
I
t
i
J
`
田
[
[
[
止

一
般
会
計
は
、
昨
年
議
会
で
決
円
、
老
人
医
掠
質
補
助
金
八
十
一
の
分
れ
ま
す
。
負
烈
八
十
万
円
、
渡
般
迎
営
贅
百
質
に
あ
て
ら
れ
、
調
理
人
給
料
、

定
さ
れ
た
総
合
計
画
甚
本
構
想
を
万
円
、
保
育
所
設
似
補
助
金
百
二
税
匠
車
叩
ス
研
掃
致
五
百
六
十
四
万
円
は
、
八
十
二
万
円
な
ど
計
上
。
教
具
校
具
の
開
入
費
プ
ロ
ッ
ク

晨
と
し
て
、
沼
実
に
こ
れ
を
推
十
五
万
円
、
小
規
模
土
地
改
良
事
村
民
資
動
仁
ガ
計
ゴ
ミ
処
理
に
必
要
な
経
烈
及
び
し
和
工
事
、
家
庭
科
室
改
造
工
事
な

進
す
る
と
と
も
に
、
新
し
い
時
代
業
費
補
助
金
百
四
十
万
円
、
村
氾
定
自
た
気
尿
処
理
に
必
要
な
経
敗
に
使
わ
れ
消
防
費
と
に
使
わ
れ
ま
す
。

区

に
対
応
す
る
各
種
施
策
を
実
施
し
師
装
工
事
補
助
金
九
十
万
円
な
ど
村
固
軽
村
堪
ま
す
。
そ
の
ほ
か
医
掠
事
務
組
合
非
常
備
消
防
に
必
要
な
経
喪
は
中
学
校
既
千
百
七
十
七
万
円
は

ま
す
。
で
す
。
負
担
舎

1
一
百
九
十
八
万
円
、
打
護
今
年
度
か
ら
館
林
地
区
消
防
組
合
教
具
類
購
入
骰
、
体
育
部
室
の
廷

目
（
グ
ラ
フ
を
参
照
）
国
庫
袖
助
＾
i
k
繰
入
金

P
l浮豆
り
口
謬
口
鱈
戸
鱈
負
担
金
で
ま
か
な
わ
れ
る
こ
と
に
設
、
そ
の
他
中
学
校
の
管
理
費
な

財
政
調
整
基
金
か
ら
三
千
万
円
な
り
、
こ
の
負
担
金
は
一
二
百
五
十
ど
に
似
わ
れ
ま
す
。

国
が
村
で
行
な
う
事
業
の
一
部
と
り
く
ず
し
を
行
な
い
ま
す
。
剤
賠
入
費
―
―
十
八
万
円
な
ど
計
上
七
万
円
で
す
。
幼
稚
園
四
八
百
九
万
円
。

農
林
水
産
菜
袈
常
備
消
防
の
館
林
地
区
消
防
組
社
会
教
育
致
百
五
十
一
万
円
は

地
方
交
付
税
を
補
助
す
る
も
の
で
、
消
防
ボ
ン

そ

T

ー
ー

...................................................................................................................................................... 

恥
疇
贔
闘
闘P
l千戸□
国
国
比
~
[
-
i
t
，
国
民
健
予

□[
[
責
]
[
『
二
万
円
こ
由
[
]
冨
〗

□[
U直
胃
冨□[
い

金
四
百
九
十
一
万
円
、
自
動
車
菫
と
な
っ
て
い
ま
す
。
二
百
六
十
五
万
円
、
企
業
佃
伯
迎

只
誼
与
税
三
百
八
十
一
万
円
、
諸
麦
等
集
団
裁
培
育
成
補
助
金
園
芸
会
昭
和
四
十
七
年
度
一
世
帯
当
り
五
万
千
―
二
百
十
六
円

収
入
三
百
三
十
五
万
円
、
そ
の
外
特
産
振
興
補
助
金
、
製
業
近
代
化
I
J
の
国
民
健
康
保
険
特
一
人
当
り
一
万
三
千
六
百
五
十
円
歳
入
は
大
部
分
が
使
用
料
で
千
金
六
十
八
万
円
で
す
。

財
産
収
入
、
使
用
料
及
び
手
数
料
資
金
利
子
補
給
、
煤
村
生
活
珀
境
月
別
会
計
予
算
は
、
七
と
な
っ
て
い
ま
す
．
＝
干
も
万
円
と
七
四
．
―
-
％
を
し
農
業
共
済

晨
塁
利
子
補
給
な
ど
に
使
わ
一
特
千
八
百
八
十
二
万
円
な
お
、
歳
入
及
び
歳
出
は
グ
ラ
賢
昇
五
汀
繰
越
金

]
[
口
]
万
こ
[
]
『
]
]
]
]
亨
[
[
B
a
t
年
汀

□
[
]
』
]
[
』
量
』

]
]
]
]
]
]
]
[
[
』
冨
言

□よ
叶
昨
年

[
[
n
P
l
]
]
]
[

』
]
[
』

[
P
l
]
[

土
木
烈

千
万
円

教
宥
戟

総
務
莉

民
止
牝

U
と
ー
ト
、
＼

p
tll 

旅
克
牝

消
防
骰

衛
生
代

議
会
代

商
工
股

そ
の
他

村
道
舗
装
や
改
良
も
意
欲
的

成
人
式
記
念
品
代
、
小
集
団
グ
J
V
村
が
国
な
ど
か
ら
長
期
に
わ
た
っ

ー
プ
助
成
金
、
文
化
協
会
助
成
金
て
侶
り
た
お
金
を
か
え
す
四
用
に

な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。
使
わ
れ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
武
泊
館
廷
築
工
事

費
千
六
百
万
円
な
ど
が
計
上
さ
れ
予
備
桜

て
い
ま
す
。
予
備
四
一
百
万
円
は
、
予
定
し

公
債
費
な
か
っ
た
緊
急
の
烈
用
に
使
わ
れ

ま
す
。

公
偵
烈
八
百
九
十
一
万
円
は
、

ユmグ
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住民登録は、わたくしたちの居住関係を公証するため

に村民をもれなく登録する制度です。引っ越したり、家
族に異動があったときは、 1 4 日以内に届け出なければ
なりません。

登録されることによって、村がおおやけに居住関係を証

明し、わたくしたちの権利の行使義務の股行を容易にし
ます。選挙、予防接種、入学、米の配給、印鑑証明など
や、いろいろの認可、許可をうけるにもかかせないもの

です。

〇 住民登録

丘Ivなとき1 届け出 1 手数料 1 屈けに必要なもの 1 どこへ

［安9?| 転入届 1 佃 料 1 墨手骨級：』亙誠翠会： 翡骨］門
即 l 転出届 I 5 o 円 1 賃鑑、国保被保険者 ” 

雷とき芋 1I 転居屈 無料 賃鑑、国保被保険者 、＇

鱈変更届 1 無料昌鑑、国保被保険者 1 ,9 

彗れた出生届 I 餌料 1 野翡翡保険者 1 ,9 

店した 死亡届 I 無料 1 旦鑑、国保被保険者 I ,, 

以上の届け出は、異動のあった日から I 4 日以内（死
亡の駐合は 7 日以内）にしなければなりません。おこた
ると科料に処せられます。

• 印鑑登録、印鑑証明、身分証明

種類 1 手数料届出に必要なものどこへ 備 考

印鑑登録1iiiI 無 料 登印鉗鑑 しようとするI住（窓民口諜）I1※ 原本人の届出が
i 則です。代理

躙録のI 無料裔儡しようとするI”
人の場合は委任

状を持参下さい

。但し、代理人

印鑑証明ml 5 o 円登録してある印鑑l ” 
は同居の親族と

する。

身分証明也I so 円 1嬰閃村に本笥のあ ” 

部落名氏 名＿糎旦別

斗合田＿多＿田＿栄＿作—―—」
こエ坦，t＿照＿内＿福太郎―_J□＿と_J:廷應荒川一郎夏し1
し千津井酒井 孝」且」
の丘＿旦須膝恥直＿」n＿|
区田品_fjj_且：~一見担＿＇
長壁去辿＿佐＿山＿茂ー＝＿」瓦＿
さ皇し星←堀口 正—_l!L
ん主ー谷＿＿折＿原＿爪郎」見

き堡立: I-川＿品＿釦一次ー『旧
ま』L夏賂合脱次郎＿」几」
須双」ーロ＿三ー四--[U-

る去ー純＿早_)!L四直―_JL
竿谷＿岩的i逗一松—_JQ__
矢品石船司朗新-·--•- - -- - -,--

――左佐旦一一往＿木＿作木l9:i_ー上L-

交
遥
指
導
貝

き
ま
る

任
期
沿
了
に
伴
う
明
和
村
交
通

指
母
は
の
後
任
人
事
が
四
月
一
日

付
で
光
令
さ
れ
、
次
の
方
々
が
モ

れ
ぞ
れ
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

迎
比
邦
雄
、
松
本
昇
、
1
3
比
ル

正
美
、
始
沢
重
は
、
小
＂
＇
滋
口
’
`

栗
原
利
夫
、
山
山
正
屈
｀
杯
木
が

一
、
田
目
宏
一
。
（
敬
称
略
・
即

不
同
）

こ
の
期
間
中
は
次
の
こ
と
を
実

0

辺
路
工
事
中
に
お
け
る
交
通
に
、
そ
の
後
は
次
第
に
通
風
を
は

施
い
た
し
ま
す
。
処
理
の
指
導
か
り
健
全
に
育
て
ま
し
ょ
う
。

〇
路
而
、
側
溝
の
維
持
修
紐
お
〇
道
路
側
溝
の
堀
削
整
正
植
付
は
、
と
く
に
天
候
に
注
意

よ
び
泊
掃

0

各
追
路
愛
護
団
体
の
追
路
愛
し
、
植
付
時
の
乾
煤
に
注
意
し
ま

〇
路
府
の
賂
正
お
よ
び
除
互
護
作
業
の
仔
励
し
ょ
う
。

〇
逍
路
附
屈
物
の
保
持
〇
歩
辺
な
ら
び
に
交
通
安
全
施
大
苗
に
す
る
と
植
似
み
が
で
る

〇
氾
路
の
汚
担
防
止
、
交
通
悶
設
の
閲
整
の
で
、
本
葉
が
ま
だ
展
開
し
な
い

宙
物
の
路
迎
祖
先
か
ら
う
け
つ
い
だ
古
い
辺
う
ち
が
よ
く
、
せ
い
ぜ
い
本
葉
ニ

0

不
当
占
川
物
の
除
去
、
そ
し
新
し
く
敷
設
さ
れ
た
広
い
路
も
、
枚
ま
で
ぐ
ら
い
が
植
付
の
適
期
で

て
是
正
す
べ
て
子
孫
へ
ひ
き
っ
ぐ
大
切
な
す
。

〇
迎
路
傑
識
お
よ
び
信
号
機
の
財
産
で
す
。
産
業
の
開
発
、
生
活
次
に
、
グ
リ
ヤ
、
グ
ラ
ジ
オ
ラ

効
果
を
妨
げ
る
よ
う
な
物
件
の
の
進
歩
に
も
、
｝
叫
路
に
大
き
な
要
ス
な
ど
春
植
球
根
は
、
発
芽
後
紺

除
去
因
が
あ
る
こ
と
を
思
い
、
大
切
に
に
あ
う
と
生
育
が
い
ち
じ
る
し
く

集
団
献
血
に
闘
l
t
"
心
屯
紅
択
用
す
る
よ
う
遅
れ
る
か
ら
、
四
月
中
旬
こ
ろ
植

え
付
け
、
用
の
心
配
が
な
く
な
っ

7
4人
が
協
力
た
こ
ろ
発
芽
す
る
よ
う
に
し
ま
し

四
月
の
農
作
業
ょ
う
。

最
近
で
は
多
皇
の
翰
血
を
必
要

と
す
る
外
科
手
術
や
交
通
事
故
、
A
f
J
瓦
で
中
ふ
子
六
十
幸
示
生

災
宙
等
が
妍
加
し
、
保
存
血
液
は
今
月
は
、
各
種
農
作
業
が
一
斉

不
足
し
て
い
ま
す
。
に
ス
ク
ー
ト
し
、
こ
れ
か
ら
日
聞
の
准
i
党
J
吐

5沖
5

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
村
で
は
に
忙
が
し
く
な
り
、
混
作
業
は
計

圃
的
に
す
す
め
た
い
も
の
で
す
。
今
年
の
明
和
中
学
校
卒
業
生
の

ま
た
、
毎
年
の
こ
と
で
す
が
、
内
、
而
校
進
学
希
望
者
は
男
六
十

キ
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=
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i
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1
m
1
a
s
1

―
―
-
i
5
5
-
l
i
-
g
-
l
-
雲
-
―
-
B
5
芸
i
g
眉
初
め
て
の
染
団
献
m
l
（
写
其
）
を
＝
＝

次
の
要
件
に
該
当
す
る
交
換
月
十
二
日
に
行
な
い
ま
し
た
。

0

し
つ
け
は
生
後
三
カ
月
頃
よ
4
日
本
住
宅
公
団
等
が
土
地
区
晩
俎
の
シ
ー
ズ
ン
と
な
る
か
ら
気
七
名
、
女
五
十
七
名
の
合
計
百
二

、
犬
は
こ
う
し
て
飼
い
ま
し
よ
う
戸
た
、
家
庭
内
で
の
飼
育
管
迎
り
行
な
い
、
愛
情
を
も
っ
て
接
画
整
迎
方
式
で
行
な
う
宅
地
造
に
つ
い
て
は
誼
渡
が
な
か
っ
た
誓
に
協
力
さ
れ
た
方
は
七
十
象
条
件
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
慈
し
栽
十
四
名
（
進
学
率
八
一
％
）
で
し

も
の
と
見
な
さ
れ
ま
す
。
四
人
で
、
こ
の
う
ち
十
九
人
が
診

し
は
、
世
間
に
迷
感
の
か
か
ら
な
い
し
、
社
会
生
活
に
な
れ
る
よ
う
成
事
業
芍
の
た
め
に
土
地
芍
を
培
行
迎
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。
た
が
、
三
月
十
七
日
、
公
立
高
校

登
録
と
注
射
を
忘
れ
ず
に
ょ
う
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
面
倒
を
み
る
こ
と
。
良
い
こ
と
譲
渡
し
た
雙
合
六

8

万
円
1
交
換
取
g
g
産
お
よ
び
交
換
断
の
歴
果
、
血
圧
が
益
か
っ
た
り
は
じ
め
に
、
ハ
ウ
ス
栽
培
の
果
入
学
試
験
の
合
格
発
表
が
行
な
わ

5
現
に
自
己
の
居
住
の
用
に
供
譲
渡
只
腔
は
固
定
賓
涯
で
あ
る
低
か
っ
た
り
、
ま
た
楼
準
よ
り
血

〇
屁
夜
の
別
な
く
、
必
ず
つ
な
は
ほ
め
．
恋
い
こ
と
は
叱
っ
て
液
の
比
匝
が
少
な
か
っ
た
り
し
て
菜
類
は
、
高
因
多
湿
条
件
に
な
る
れ
、
明
和
中
学
校
の
合
格
者
は
、

め
位
近
は
ペ
ッ
ト
プ
ー
ム
で
犬
を
最
近
は
狂
犬
病
の
発
生
は
あ
り
ぐ
か
、
農
入
れ
て
お
く
こ
と
苦
店
の
け
じ
め
が
つ
く
よ
う
し
し
て
い
る
家
屋
及
び
敷
地
を
譲
こ
と
。
と
ハ
イ
ロ
カ
ピ
病
が
発
生
す
る
か
八
十
一

-
1名（
男
三
十
九
名
、
女
四

渡
し
た
垢
合
―

0
0
0
万
円
2
交
換
汽
産
は
同
種
の
在
匹
で
採
j
O
l
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
五

麿
家
庭
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
ま
せ
ん
が
、
春
秋
二
回
の
予
防
注

0

運
動
さ
せ
る
と
き
は
必
ず
飼
む
け
る
こ
と
。
十
五
人
が
採
胤
し
ま
し
た
。
ら
日
中
は
換
気
に
つ
と
め
、
と
く
十
四
名
で
す
。
ま
た
、
私
立
高
校

本
県
で
も
六
世
搭
に
一
頭
、
ま
た
射
と
登
録
は
法
律
で
義
務
づ
け
ら
主
が
つ
い
て
監
視
し
な
が
ら
、
犬
は
飼
主
の
心
を
読
む
と
い
い
6
収
用
対
象
事
業
の
た
め
に
士
ぁ
る
こ
と
。
に
、
ト
マ
ト
は
高
温
四
害
に
な
る
で
は
合
格
者
四
十
一
名
（
男
二
十

人
口
割
で
は
一
平
'
-
二
人
に
一
頭
と
れ
て
い
ま
す
か
ら
次
の
こ
と
を
必
人
家
か
ら
離
れ
た
掲
所
を
選
ぶ
ま
す
．
正
し
い
飼
い
方
を
し
て
、
地
建
物
等
を
譲
渡
し
た
扮
合
3
交
換
資
産
は
当
事
者
の
一
年
献
血
に
協
力
さ
れ
本
当
に
あ
り
と
治
築
や
奇
形
果
の
原
因
と
な
り
八
名
、
女
十
三
名
）
で
す
。
公
立

報
県
内
に
登
録
さ
れ
て
い
る
犬
の
数
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
と
。
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ
と
が
三

0
0万
円
彗
這
項
し
て
い
た
も
の
で
あ
琶
鱈
貸
杓
認
ま
す
か
ら
管
理
に
注
迂
し
ま
し
ょ
私
立
、
合
わ
せ
て
百
二
十
四
名
で

璧
部
で
七
万
五
千
頭
に
も
の
ぽ
な
お
、
登
録
事
務
は
役
均
の
窓

0

外
出
し
た
と
き
の
煤
便
の
仕
其
の
愛
犬
家
と
い
え
る
の
で
は
な
四
、
短
期
譲
渡
所
得
う
。
辿
学
希
望
者
全
旦
が
高
等
学
校
に

り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
無
登
録
で
口
、
注
射
の
実
施
均
所
で
受
付
け
末
は
き
ち
ん
と
す
る
こ
と
。
い
で
し
ょ
う
か
。
特
別
控
除
に
つ
い
て
は
前
記
4
-
―
者
に
よ
る
交
換
で
あ
る
こ
こ
と
で
し
ょ
う
。
次
に
、
里
芋
の
顧
付
け
で
す
か
進
学
し
ま
し
た
“
―

広
飼
わ
れ
て
い
る
も
の
、
野
犬
な
ど
ま
す
。
の
2
1
6
ま
で
は
短
期
譲
渡
所
と
（
た
ら
い
ま
わ
し
は
靱
め
な
稲
什
転
換
で
栽
培
面
組
も
や
や
多
な
お
、
進
学
校
別
に
み
る
と
次

を
あ
わ
せ
ま
す
と
、
そ
の
数
は
九

0

そ
の
年
に
生
れ
た
も
の
は
、
得
に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
ま
す

V

J
目
と
な
り
、
里
芋
増
収
の
ポ
イ
ン
の
と
お
り
で
す
。

に
あ
り
｀
そ
の
た
め
に
は
、
芽
出
”
附
林
女
子
閥
等
学
校
二
十
名

鐸
賢
籍
凜
は
な
い
か
丘
隷
尉
且
月
0

謡
渡
所
得
と
は

P
l伍
鱈
認
唸
門
ら
日
月
諄
紅
卜
は
生
且
期
閥
を
長
く
す
る
こ
と
限
立
館
林
闘
等
学
校
十
六
名

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
ヽ
9
,
'
’
’
’
’
'
‘
、
、
、
,
'
ヽ
ヽ
ヽ
9
9
9
9
9
9
,
'
‘
、
9
9
9
9
9
ズ
）
他
か
ら
成
犬
を
期
譲
渡
所
得
に
は
高
串
全
迅

2

一
の
用
途
に
供
す
る
こ
と
。
し
柏
え
と
し
て
、
早
く
芽
を
伸
ば
”
脊
沓
器
学
校
十
三
名

6
交
換
旦
の
時
価
の
差
が
い

~
誼
り
う
け
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村の人口
ー5月 1 日現在ー一
世帯数 1906戸

人口総数 8829人

男 4373人

女 (4 月中の動；門6人 lヽ
出生 12人 死亡 4人

転入 66人 転出 43人

受
賞
お
め
で
と
う

ヴ



子
ど
も
、
家
庭
躁
境
に
恵
ま
れ
な
土
木
事
務
所
で
は
、
提
出
さ
れ
な
お
、
こ
の
届
け
を
し
な
か
っ

h
け

_
1
i
i
—
—
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_
i
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1
ー
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ー
1
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ー
1
ー
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ヽ
ヽ
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い
子
と
も
た
ち
も
大
勢
い
る
こ
と
た
申
請
む
が
建
築
基
雄
法
に
違
反
た
り
、
虚
偽
の
届
け
を
し
た
揚
合
但
ば
晦
盆
科
の
紬
g
め
ら
れ
た

6

い
ヤ
ク
は
き
な
い
事
梢
の
あ
る
方
は
早
め

を
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
し
て
お
ら
な
い
か
を
審
査
し
、
そ
五
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
．
に
役
掲
住
民
諜
へ
ご
相
談
く
だ

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
に
、
の
上
て
、
建
築
確
忽
通
知
田
を
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
注
一
免
税
手
続
き
を
さ
い
。

国
・
県
・
市
町
村
が
必
要
な
福
祉
し
ま
す
。
意
し
て
く
だ
さ
い
。
社
会
保
険
加
入
後

1
1健
全
な
児
童
の
育
成
を

1
1

施
策
を
講
じ
て
は
い
ま
す
が
、
身
で
す
か
ら
こ
の
通
知
也
を
も
ら
く
わ
し
い
こ
と
は
｀
役
揚
建
設
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
月
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
方
々
の
は
す
ぐ
届
け
出
を

会
社
な
ど
に
お
勁
め
に
な
っ

近
か
な
人
た
ち
の
思
い
や
り
や
励
っ
て
か
ら
エ
祖
を
始
め
る
よ
う
に
課
ま
た
は
館
林
士
木
事
務
所
に
お
額
四
百
五
十
円
（
七
月
か
ら
五
た
め
に
年
金
保
険
料
を
免
除
す

ま
し
が
、
大
き
な
支
え
に
な
っ
て
し
て
く
だ
さ
い
。
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
百
五
十
円
に
な
り
ま
す
。
）
を
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

五
月
五
日
の
「
子
ど
も
の
日
」
今
年
は
お
り
ま
す
が
、
大
切
な
こ
と
は
、
て
社
会
保
険
に
加
入
さ
れ
た
と

い
る
こ
と
を
、
ぜ
ひ
考
え
て
ほ
し
毎
月
ま
た
は
三
ヶ
月
ご
と
に
納
保
険
料
の
免
除
に
は
、
法
律

を
中
心
と
し
て
、
例
年
実
施
さ
れ
①
児
蛍
は
心
身
と
も
に
他
や
か
子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
を
社
会
全
体
き
は
す
ぐ
役
楊
の
住
民
課
に
社

て
い
る
”
子
と
も
た
ち
の
行
事
”
に
生
れ
、
い
日
成
さ
れ
な
け
れ
ば
が
考
え
、
お
互
い
に
啓
発
し
合
い
い
も
の
で
す
。
ま
た
．
「
よ
い
子
紅
刃
辛
叩
の
キ

9
人
宰
企
庭
奉
十
什
ピ
貝
め
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い
で
定
め
ら
れ
て
い
る
国
民
年
金

4ぷ
保
険
と
国
民
健
康
保
険
の
保

畜
み
、
育
て
る
運
動
」
が
各
地
ま
す
が
、
病
気
、
失
業
、
災
害
の
節
害
年
金
や
母
子
福
祉
年
金

が
．
今
年
も
全
国
で
実
施
さ
れ
て
な
ら
な
い

e

個
々
の
家
庭
が
、
地
域
社
会
が
児
険
証
と
印
鑑
を
持
参
し
て
、
屈

な
ど
で
保
険
料
を
納
め
た
く
て
を
受
け
て
い
る
と
き
、
生
活
扶

-
1

け
出
て
く
だ
さ
い
。

も
納
め
ら
れ
な
い
方
も
あ
る
と
助
を
受
け
て
い
る
と
き
な
ど
、

曇
[
/
]
[
]
/
／
増
[
[
成
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[
[
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[
整

l
l
i
,
J
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J
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]
W
]
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□
[
]
/
]
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h
’

で
も
建
築
許
可
柑
を
も
ら
っ
て
る
彬
合
は
、
工
事
を
始
め
る
前
に
営
む
の
に
支
岡
が
あ
る
老
人
の
家
ね
た
き
り
老
人
家
庭
奉
仕
旦
の
ん
は
ま
し
た
。

........ 

…
か
ら
工
事
を
進
め
て
い
る
の
で
し
建
築
確
忽
申
請
届
け
を
捉
出
じ
な
疑
で
あ
っ
て
、
そ
の
家
庭
が
老
人
希
望
は
、
民
生
委
旦
を
と
お
し
て
「
股
作
業
安
全
と
い
う
こ
と
は
去
る
四
月
一
日
か
ら
明
和
村
消
ウ
〈
主
云
闊
~

ょ
う
か
。
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
が
、
敷
き
の
荘
護
を
行
な
え
な
い
よ
う
な
彬
役
拐
住
民
課
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
事
故
が
お
き
て
か
ら
で
は
な
く
、
防
団
は
、
館
林
地
区
消
防
組
合
消

事
故
の
起
る
前
に
こ
そ
研
究
し
、
防
団
戻
り
ま
し
た
が
、
四
月
十
（
今
月
は
俳
句
で
す
。
）

地
が
宅
地
で
な
い
勘
合
は
、
建
築

:
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場
諜
係
所

号
日
理
刷所
1
0
役
務
管
印

9

月
務
林

2

戸
行
村
総
庶
小

7

槃
所

1

邸
発
和
刷

昭
編
印

第
明

—— ゎヽ
―
―

、
ー
＿
＿

め◎
暉

———-==——— 
よ
し
な
し
ご
と

「
お
と
う
さ
ん
は
古
い
」
と
若
い

も
の
は
親
に
む
か
っ
て
言
う
。
戦

前
の
教
育
を
う
け
、
や
や
も
す
れ

ば
時
代
感
党
に
、
社
会
の
急
テ
ン

ポ
に
お
く
れ
勝
ち
な
両
親
は
古
い

こ
と
は
悪
い
こ
と
と
思
い
込
ん
で

口
を
つ
ぐ
む
。
で
も
子
と
も
達
に

遠
閲
し
、
教
育
に
自
信
を
失
っ
て

は
な
ら
な
い
。
世
代
も
違
い
、
人

生
の
経
験
も
異
る
親
と
子
の
物
の

見
方
考
え
方
が
遅
う
の
は
当
然
゜

言
う
べ
き
は
言
い
、
話
す
べ
き
は

話
す
。
親
子
の
断
屈
、
世
代
の
断

絶
は
な
く
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

村の人口

ー6月 1 日現在ー一

世帯数 1911戸

人口総数 8824人

男 4373人

女 4451人

(5 月中の動き）

出生 11人 死亡 8人
転入 34人 転出 42人

村個

民

税人

課
税
最
低
限
を
引
上
げ

第
四
回
定
例
村
議
会

1 ●るっ しの C す魚川の類希使ま 廊給もし保●質聞議まぎ村般原開第
れし池 勘畑よてなてな P そ°な‘薬が薄用た水 補付のた険昭専問主い会た閉長質案捉か四五
の魚‘使合作うはおおい剤こ と沼剤死濃さ最田 でこ会和決はなての‘会か問ど出れ回月な類蓑用の用に‘‘り除ので に等のぬ度れ近ゃ 農 ］塁塁すと計四処次議い傍こしら＝おさま定十
いに魚し注 P し特畑ま草使‘ 大を取と五て蚕桑 ：がし゜に補十分の案ま聴のま答件りれし例九楊被地た意 C まに作す剤用県 き汚扱い百い具園 薬

L綸一被三合
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て
の
者
に
悲
惨
な
交
通
事
故
の
実
た
。

態
と
そ
の
原
因
の
周
知
徹
底
を
は

0
二
度
と
は
こ
な
い
特
例
措
置

か
り
、
正
し
い
交
通
J
VI
J
V
の
実
こ
れ
は
、
す
で
に
時
効
に
な
っ

践
を
習
伯
づ
け
、
交
通
死
亡
事
故
た
過
去
の
期
間
の
保
険
料
を
特
別

の
抑
止
を
は
か
る
こ
と
が
ね
ら
い
に
納
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
、
老
令

6

月
1

日
か
ら
防
止
月
間
運
動
で
行
な
わ
れ
る
も
の
で
す
。
年
金
を
う
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た

号
運
動
の
箆
点
目
楔
は
次
の
三
つ
も
の
で
す
。
い
よ
い
よ
、
そ
の
期

1
9．
県
交
通
対
策
協
議
会
主
唱
の
交
昨
年
同
期
に
比
較
し
二
十
一
二
人
の
者
保
護
義
務
遅
反
、
信
号
無
視
等
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
限
が
本
年
六
月
三
十
日
に
な
り
ま

1

通
死
亡
事
故
防
止
運
動
が
六
月
一
増
加
で
、
二
十
九
日
間
も
早
い
記
の
悪
質
達
反
に
起
因
す
る
も
の
が
一
こ
ど
も
の
交
通
安
全
の
確
保
し
た
。
年
金
を
受
け
ら
れ
る
最
後

毎
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
一
カ
月
問
録
と
な
り
、
関
東
地
区
一
都
十
県
急
増
し
た
ほ
か
、
運
転
者
の
前
方
一
一
悪
質
交
通
達
反
の
追
放
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
こ
の
特
別
扱

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
．
中
に
お
き
ま
し
て
も
死
者
の
増
加
不
注
意
に
よ
る
死
亡
事
故
も
依
然
三
梅
雨
期
の
ス
リ
ッ
プ
事
故
防
い
は
、
将
来
一
一
度
と
あ
り
ま
せ
ん

最
近
は
、
県
下
の
交
通
事
故
、
数
・
率
と
も
第
一
位
を
占
め
て
い
と
し
て
高
い
比
率
を
示
し
、
こ
の
止
対
策
の
強
化
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
人
や

特
に
死
亡
事
故
の
発
生
状
況
は
激
ま
す
。
ま
ま
の
状
限
で
推
移
す
れ
ば
、
県
み
な
さ
ん
の
わ
ず
か
な
不
注
意
加
入
の
届
出
を
し
て
い
な
い
人
は

増
の
領
向
を
示
し
、
五
月
二
十
一
特
に
死
亡
事
故
の
原
因
と
し
て
史
上
最
悪
の
事
態
の
到
来
に
な
り
が
い
た
ま
し
い
死
亡
事
故
の
大
き
い
ま
す
ぐ
、
役
掲
住
民
課
で
手
続

日
現
在
百
四
十
五
人
が
死
亡
し
、
酒
酔
い
迎
転
、
速
度
迫
反
、
歩
行
そ
う
で
す
。
な
原
因
に
な
る
の
で
す
。
き
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

,
.
9
、
そ
こ
で
、
こ
の
運
動
は
歩
行
者
歩
く
人
も
車
を
運
転
す
る
人
も

0
老
令
年
金
を
う
け
る
に
は

ー
．

5
^
9
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犀
口
叫
門
枝
の
「
力
た
ま
り
」
は
竹
の
売
コ
ー
ナ
ー
（
写
真
）
て
は
千
円
水
か
多
＇
場
合
は
乾
燥
し
て
水

骨
選
挙
に
お
け
る
県
下
の
投
り
ま
す
。
あ
な
た
は
ど
う
思
い
ま
す
か
人
を
救
済
す
る
た
め
の
特
別
扱
い
い
荒
し
、
さ
な
ぎ
に
な
る
と
き
に
さ
い
。
で
、
デ
イ
プ
テ
＞
ッ
ク
ス
か
D
D
六
ハ
日
パ
の
幽
呼
作
幸
木
（
今
月
は
短
歌
で
す
）

が
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
ま
し
は
家
の
中
ま
で
侵
入
す
る
こ
と
が
防
除
の
方
法
は
V
P
の
千
倍
ー
千
五
百
倍
液
を
散

菜
率
を
調
べ
ま
す
と
全
体
で
六
あ
る
青
年
は
、
「
今
の
政
治
明
る
＜
正
し
い
選
挙
コ
ー
ナ
＇
真
鯉
緋
鯉
天
呑
む
形
に
舞
い
上
る

幼
虫
の
小
さ
い
う
ち
は
糸
を
は
布
し
て
く
だ
さ
い
。
今
月
は
、
麦
の
取
り
入
れ
、
田

九
・
七
％
に
対
し
、
二
十
代
は
は
、
若
者
に
対
す
る
政
治
が
行
ー
を
設
け
ま
し
た
六
入
涸
担

5火
宇
口
北
ハ
B
5目
心
舞
舛
今
平
き
「
か
た
ま
り
」
に
な
っ
て
い
ま
こ
と
し
も
一
人
一
人
が
責
任
を
植
と
、
猫
の
手
も
借
り
た
い
ほ
ど
固
舎
は
五
月
の
歌
声
さ
や
か

六
―
―
-
•
七
％
と
低
く
、
関
心
の
な
わ
れ
て
な
く
、
若
者
の
意
志
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
明
る
岡
安
ふ
み

す
。
大
き
く
な
る
と
バ
ラ
パ
ラ
に
も
っ
て
防
除
を
行
な
い
、
ア
メ
リ
忙
し
く
な
り
ま
す
の
で
、
煤
作
業
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な
く
せ
交
通
事
故
死

ー
—
ー

I

し
i
q
し
f
i
_
—
ー
・

こ
と
。
新
設
、
改
普
が
あ
っ
た
午
後
三
時
千
江
田
展
協

し
尿
浄
化
槽
（
水
洗
便
所
）
と
き
は
、
そ
の
使
用
開
始
後
六
巡
回
日
に
は
、
係
員
が
図
否

月
目
に
そ
の
放
流
水
に
つ
い
て
の
貸
出
し
（
無
料
）
を
行
な
い

設
置
の
方
は
必
す
届
出
書
を
提
出
検
査
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ま
す
か
ら
ど
し
ど
し
ご
利
用
く

最
近
、
各
家
庭
で
も
、
し
尿
こ
の
届
出
が
あ
り
ま
す
と
、
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
だ
さ
い
。

浄
化
糟
（
水
洗
便
所
）
が
増
え
知
事
は
内
容
を
審
査
し
、
適
当
し
尿
浄
化
樗
設
骰
の
揚
合
は
な
お
、
前
回
借
り
た
図
告
は

と
認
め
た
と
き
は
、
こ
れ
を
受
役
楊
企
画
開
発
課
へ
お
問
合
わ
忘
れ
ず
に
お
返
し
く
だ
さ
い
。

て
い
ま
す
が
、
こ
の
設
阻
に
つ

い
て
は
「
群
馬
県
廃
棄
物
の
処
理
し
、
そ
の
旨
を
当
該
届
出
者
せ
く
だ
さ
い
。
今
月
の
納
税

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
に
通
知
し
ま
す
。
妊
産
婦
検
診
日
割

行
細
則
」
に
よ
り
知
事
に
届
出
そ
し
て
届
出
を
し
た
者
は
、
今
回
の
納
税
は
、
村
県
民
税

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
受
理
の
通
知
を
受
け
た
後
で
な
六
月
か
ら
毎
月
第
三
木
廂
日
第
一
期
、
国
民
健
康
保
険
税
第

一
期
、
利
根
加
用
水
組
合
費
、

け
れ
ば
そ
の
工
事
に
箔
手
が
で
を
妊
産
妍
検
診
日
と
定
め
、
役

―-
l

＝
一
き
ま
せ
ん
。
又
、
工
事
が
完
成
場
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

一
有
線
放
送
お
よ
び
水
迫
使
用
料

／
し
た
と
き
は
、
完
成
届
出
否
を
し
た
。
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___ 
よ
し
な
し
ご
と

親
閲
上
人
の
「
未
灯
抄
」
に
よ

る
と
「
自
力
」
と
は
弥
陀
如
来
以

外
の
仏
の
名
を
口
に
喝
え
、
心
に

念
じ
、
念
仏
以
外
の
善
行
を
修
め

て
我
が
身
を
た
の
み
、
自
ら
の
計

ら
い
の
心
を
も
っ
て
茄
浄
を
装
い

浄
土
に
生
れ
よ
う
と
す
る
こ
と
。

「
他
力
」
と
は
弥
陀
如
来
の
菩
願

の
中
の
第
十
八
番
目
の
念
仏
す
る

も
の
を
浄
土
に
生
れ
さ
せ
よ
う
と

い
う
本
願
を
信
ず
る
。
必
ず
浮
土

に
生
れ
る
の
で
自
ら
の
計
ら
い
を

加
え
る
必
要
は
な
い
。
だ
か
ら
自

力
に
は
本
願
は
な
い
。
意
味
深
い

仏
語
だ
と
思
う
。

第 1 3 0 号 村の人口

昭和47年 7 月 10 日 — 7 月 1 日現在＿

発 行
世帯数 1915戸

所 人口総数 8832人

明和村役場 男 4378人

編集総務課 女 4454人

庶務管理係
(6 月中の動き）

印刷所小林印刷所
出生 11人 死亡 7人
転入 27人 転出 23人
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ば
ら
い
運
転
の
危
険
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だ
に
役
立
て
よ
う
と
い
う
も
の
で
設
~
七
月
二
十
一
日
（
金
）
午
前
十
『

れ
で
も
知
っ
て
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ま
す
が
、
運
転
を
設
置
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れ
た
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の
で
す
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__ 
よ
し
な
し
ご
と

「
そ
の
人
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
そ
の

友
を
見
よ
。
」
「
そ
の
子
知
ら
ざ

れ
ば
、
そ
の
友
を
み
よ
。
」
史
記

そ
の
人
間
が
ど
の
よ
う
な
人
物

で
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
時
は
、
そ

の
友
逹
を
見
れ
ば
そ
の
人
柄
が
わ

か
る
。
人
間
の
人
柄
は
両
親
や
先

生
か
ら
う
け
る
影
智
は
い
う
ま
で

も
な
い
が
、
就
中
、
友
達
か
ら
う

け
る
影
菩
は
一
番
大
き
い
と
昔
か

ら
い
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
連
合

赤
軍
の
均
合
で
う
な
ず
け
る
。
よ

い
友
を
選
ぶ
、
附
和
雷
同
の
つ
き

あ
い
を
し
な
い
。
自
戒
す
べ
き
言

葉
と
思
っ
て
い
る
。

第 1 3 1 号 村の人口

昭和47年 8 月 10 日 一 8 月 1 日現在＿

発 行
世帯数 1917戸

所 人口総数 8832人

明和村役場 男 4373人

髯集総務謀 女 4459人

庶務管理係 (7月中の動き）

印刷所小林印刷所
出生 11人 死亡 5人
転入 14人 転出 20人

知
事
選
挙
結
果

り
、
少
年
に
限
ら
ず
、
成
人
に
対
と
に
な
り
ま
し
た
か
ら
、
足
非
ご

し
て
販
売
し
て
も
頂
く
罰
せ
ら
れ
協
力
く
だ
さ
い
。

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

口
旦

有
線
放
送

季
節
の
話
題

群◆れ紺梅一域●える奈◆りも選か会 人事
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なり さ公←取Jl:ま‘なに剤シ為 着八栗五八 たげー選三二八は た栗中て じと有は と四て十冤 % どで れ布が締策し大か関をンは 九順九＝ ゜第挙挙％ーッ、％ 。率‘郡盆め投権低 悪十お代‘ ＼ノ
のす るさ成法とたきに係吸ナ 剤票ツ漿頑 二にでで冤qー を前内関各漿者調 く代り以

冑言言言a温言言冒直：\ 乗選七
役場職員採用試験 すま （2) シンもを (l) 取 1 り挙月南 41 部落別投票成績調

るた①罰処ンなの有興などま をで二大 回

受付は 9月 20 日まで ：晶嬰勺↑羞バ豆公姦t I i巴;g投目 1部落名は贋魯喜開悶濯嗜響認品

i ; ] 9 19 i [『〖 9; j [ [ i [.; 1 [ l i i i [ : ; ;力;[ : ; l [ [ i :の心喜喜盈ぢ靡格事扁塁五人烹丸讐云房晶 よ盈眉 g門力~ Iし塁犀 乱 甕 ゜巴品仁烹 ~.-,~,~,~-,~-'~ 

1!き巴］ご艮ご：：竺豆巴巴：］号きごせす 言塁言讐ご；言竺三百：：霧き旦：事豆［販］金i[・答合‘ ‘前月付紙続 勉勤すにあ業に改 九 旦すの事‘敷 同齢f世i者落かこり‘た‘線 自I ぇゎこ土八二期のお 手手゜応る後な定 百 8 三゜建を本地 のご‘ので加利機放動！しせの 醗時十間請よ 当当こじいのる後 万平 8 物行年七 盈町 ごとと際‘入用械送
！まは試日三日は求び が‘のては経見に 円方 のな度一 牲一 意にい‘明者者‘も化
！す｀験は十ま‘は受 支期ほさ学験込は で米名 建いは五 す lー 見座う自年のも設改座
I ゜役に正分で八役付 給末から歴年ジ＝ す‘‘ 設‘整八 る を談こ動の苦年備修談
j 坦つ午かで月揚期 さ手扶にに数で万 ゜事木 を昭地平 も 聞会と化改情々も以
・総いまら‘十総間 れ当森増よのす六 業世 行和並方 の くをでに修も増老来会
! 費ーな四ぴ米で こ開‘し期ふ加朽八

さばめでれりをていょ盛はいめたを中 と十同の気さた内 こと名つ つが ほに弱だこりて
れ‘にはなまおし涼うで‘つるめ見なこい度しと温れくのことすくた寒 てと猛っ徴いんの身も立
る案横ないせすましか‘そでこにかどのうのできがるさ新れがるなちい 屠 歩 IC 忍と妙人だ日に‘秋
も外にくとんすう＜゜健れもとはけでご調ともの二たん陳はあとっょと さ みかはすなもんをこ B ^ 
の‘な‘い゜め人なし康だ‘が｀ま居ろ査き‘作十めの代｀り疲てつき はくまる季‘下境た中八
でらるかうやすにるかなけど一ます眠は報の三業度でエ謝召•まれ同とに と じこだこ節空がにえの月
すくのら人はる‘まし証新こ番ずがり‘告二十でのすネがさすがじしは だ めのつの感のり朝ま暑七
゜にだだでりわ居で‘拠帥でい‘‘をよが十度はと゜ Iレ盛に゜身よた気 ま日づごが色はのすさ日
疲とをも男け眠夜岩と代もいか疲しくあ倍の｀きたギん抵 にう作が 虐 しかくろ感やじ最゜はツ
れ理休‘くにりふいい謝眠こら労て乗りもと作とと l に抗 こに業つ たらででじ風め低しまと
は解め眠てはやかのえがれとだ回いりま疲き業三えがなす たやにか ゜秋しすらの‘気かだは
いするる寝ま屁しでまおるでを復る物すれは但十ば消っる えろもな によ゜れ気夏描しかい
やれたのらい寝しつしう人す休の人の゜る二は度‘耗て体 るう‘か 向う ‘配には‘なっ
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や
家
畜
等
が
被
害
に
あ
う
か
も
し
に
昨
年
よ
り
減
っ
て
お
り
ま
す
。

れ
ま
せ
ん
の
で
、
フ
ク
な
ど
し
て
こ
れ
は
組
合
の
世
帯
構
成
が
だ
ん

胆
薬
が
入
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
ん
と
複
雑
と
な
っ
て
き
た
た
め

だ
さ
い
。
で
一
年
一
年
完
納
が
む
づ
か
し
く

`
[
い
]
t

□“
]
二
□

A
]
[
I
l
l
[
[
[
[
[
[
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一
正
叩
叫
屁
十
]
[
[
度
納

m
:
]

彰9
9
-
t
ば
）
は
村
内
で
一

"
tl
-
]叩
叫
岨
＂
＂
：
の
防
犯
運
動
に
こ
協
力
を
出
[
]
出
~
畠

□
閏
冒
ピ
且

f
曼1

"

五
回
の
散
布
で
各
納
税
組
合
長
及
び
来
笠
の
方
々
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
警
察
で
は
、
こ
う
し
た
犯
た
盗
み
が
増
加
し
、
会
社
や
商
店
き
先
や
計
画
な
ど
を
よ
く
聞
い
て
扶
程
義
務
者
等
所
得
制
限
〇
扶

使
用
す
る
農
薬
の
列
席
を
得
て
行
な
わ
れ
、
完
納
こ
ど
も
た
ち
は
学
校
か
ら
解
放
さ
罪
を
予
防
し
警
戒
す
る
た
め
、
八
な
ど
を
ね
ら
う
ど
ろ
ぼ
う
が
ふ
え
安
全
な
旅
行
が
で
き
る
よ
う
に
注
養
親
族
五
人
の
揚
合
は
百
八
十
万

め
一
·
は
約
百
十
三
卜
納
税
組
合
に
金
一
封
を
お
く
り
表
れ
、
楽
し
い
夏
休
み
を
し
て
い
ま
月
末
日
ま
で
、
夏
の
防
犯
運
動
を
て
き
ま
す
。
意
し
ま
し
ょ
う
。
円
を
二
百
五
十
万
円
に
引
き
上
げ

ま
た
、
自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ

3

そ
の
他
な
お
、
こ
の
実
施
は
、
年
金
額

ン
に
な
る
と
い
彰
い
た
し
ま
し
た
。
す
が
、
易
さ
の
た
め
、
心
の
ク
ガ
行
な
っ
て
い
ま
す
。

が
ゆ
る
ん
で
し
ま
い
、
と
か
く
非
こ
の
運
動
は
、
①
盗
犯
の
予
防

わ
れ
ま
す
。
本
年
度
は
収
納
率
九
九
・
七
％
自
転
車
や
娘
さ
ん
が
た
の
下
沼
な
夏
は
、
ご
婦
人
方
が
薄
箔
に
な
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
昭
和
四

報
；
·
第
一
回
目
は
（
昨
年
九
九
・
ニ
％
）
で
昨
年
よ
行
に
走
り
が
ち
で
す
。
と
検
挙
②
風
俗
営
業
の
取
締
り
③
と
が
盗
ま
れ
が
ち
で
す
か
ら
、
と
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
男
性
を
刺
十
七
年
十
月
か
ら
、
所
得
制
限
の

ま
た
、
例
年
互
に
な
る
と
、
痴
少
年
非
行
の
防
止
の
三
点
を
箪
点

＇
ー
ん
な
に
妥
く
と
も
か
ぎ
締
り
だ
け
激
し
て
、
プ
レ
ー
キ
の
き
か
な
い
緩
和
に
つ
い
て
は
昭
和
四
十
七
年

渓
ゃ
ど
ろ
ぽ
う
が
横
行
し
た
り
、
に
行
な
い
ま
す
。
な
お
、
次
の
こ

け
れ
ば
な
ら
な
い
人
と
任
意
に
加
は
完
全
に
し
ま
し
ょ
う

r

暴
走
男
を
つ
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
五
月
か
ら
で
す
。

国
民
年
金
の
所
得
比
例
制
度
に
入
で
き
る
人
が
あ
り
ま
す

c

チ
ン
ピ
ラ
、
グ
レ
ン
隊
な
ど
が
、
と
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん
の
ご
理

2

少
年
の
非
行
防
止
す
。
悩
殺
ス
ク
イ
J
V
の
女
性
、
ミ
こ
の
ほ
か
、
福
祉
年
金
の
詳
し

豆
休
み
の
解
放
感
か
ら
、
と
か
ニ
ス
カ
ー
ト
や
ホ
ッ
ト
バ
ン
ツ
の
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
役
場
の
国

1
1
0

当
然
加
入
者
肩
で
風
を
切
り
、
さ
細
な
こ
と
で
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

い
ん
ね
ん
を
つ
け
た
り
し
ま
す
。
1
盗
犯
の
予
防

加
入
し
ま
し
よ
う
厄
業
者
年
金
加
入
者
は
、
国
民

v
育
少
年
が
不
艮
化
し
が
ち
で
す
女
性
、
暗
い
夜
逍
の
ひ
と
り
歩
き
民
年
金
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

年
金
の
所
祖
比
例
制
に
当
然
加
と
く
に
夜
遊
び
に
出
て
悪
い
友
だ
な
ど
は
た
い
へ
ん
危
険
で
す
。

国
民
年
金
の
所
得
比
例
制
度
は

0
円
（
月
額
八
、
0
0
0円
）
と
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ち
と
交
際
し
て
、
転
落
す
る
こ
と
い
つ
も
あ
な
た
の
回
り
に
は
、
お
ャ
人
芋
云
四
g

被
保
険
者
の
「
よ
り
高
い
保
険
料
所
困
比
例
分
の
給
付
五
四
、
0
0
0
任
意
加
入
者
が
多
い
の
で
、
こ
ど
も
の
行
動
に
そ
ろ
し
い
オ
オ
カ
ミ
が
い
る
こ
と

を
納
め
て
よ
り
よ
い
年
金
給
付
を
0
円
（
月
額
四
、
五
0
0
円
）
と
臣
業
者
年
金
加
入
者
及
び
国
民
は
よ
く
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
（
今
月
は
短
歌
で
す
）

受
け
と
り
た
い
」
と
い
う
強
い
要
を
合
算
し
た
一
五
0

、

0
0
0
円
年
金
の
五
年
年
金
加
入
者
以
外
ま
た
、
無
断
外
泊
や
そ
わ
そ
わ
い
ま
は
亡
き
母
に
な
ら
ひ
て
半
夏

諸
に
応
え
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
（
月
額
―
二
、
五
0
0
円
）
を
一
の
被
保
険
者
で
所
得
の
あ
る
者
の
日
塩
三
割
に
梅
の
実
を
泊
＜

す
。
生
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
殿
（
免
除
者
を
除
く
）
は
任
意
加
芦
呻
祉
叫
午
千
ム
立
が
“
+
〈
年
呻

L
2

沢
浦
ま
つ

こ
の
制
度
は
、
定
額
保
険
料
五
近
の
統
計
に
よ
る
と
六
十
五
オ
の
入
で
き
ま
す
。
背
に
負
ひ
し
こ
と
も
あ
り
た
り
甥

日
五

0
円
の
ほ
か
に
所
得
比
例
保
険
人
の
平
均
余
命
は
、
男
で
約
十
三
任
意
加
入
者
は
過
去
に
さ
か
の

5
1キ
U
L
4げワd
ツ
ゎ
い
士
ょ
ー
）

4
2
今
日
を
栄
え
に
詢
張
る
妻
を
め
と

1
0
料
三
五
0

円
を
納
め
て
、
定
額
部
年
女
で
十
六
年
と
い
わ
れ
て
お
り
ぼ
っ
て
所
得
比
例
保
険
料
を
納
現
在
、
七
十
歳
以
上
の
お
年
寄
◆
年
金
額
の
引
き
上
げ
（
月
額
）
る
と
中
島
あ
い
子

分
の
給
付
に
所
得
比
例
部
分
の
給
ま
す
か
ら
、
納
め
た
所
得
比
例
保
付
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
り
や
、
重
度
の
身
心
阻
害
者
や
、
老
齢
福
祉
年
金
二
千
三
百
円
赤
々
と
熟
せ
し
苺
か
ご
に
採
れ
ば

月

付
を
上
栢
み
し
た
年
金
額
を
一
生
険
料
の
額
一0
五
、
0
0
0
円
（
で
、
早
く
加
入
し
て
い
れ
ば
、
母
子
家
庭
に
は
福
祉
年
金
が
支
給
を
三
千
三
百
円
に
引
き
上
げ
小
さ
き
紐
が
手
に
移
り
来
る

8

受
け
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
も
二
五
年
納
付
）
の
数
倍
以
上
と
な
そ
の
期
間
分
だ
け
ほ
か
の
人
よ
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
さ
き
の
通
常
団
吾
福
祉
年
金
三
千
四
百
円
を
細
田
武
子

年
の
で
す
。
た
と
え
ば
、
老
令
年
金
っ
て
返
っ
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
り
将
来
の
老
令
年
金
が
多
く
な
国
会
で
、
国
民
年
金
法
を
改
正
す
五
千
円
に
引
き
上
げ
沢
下
り
木
洩
れ
阻
の
さ
す
裟
流
に

7

は
、
二
五
年
間
保
険
料
を
納
付
す
す
。
ま
た
、
こ
の
年
金
額
は
経
済
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
早
く
こ
る
法
律
が
成
立
し
、
年
金
額
の
大
母
子
福
祉
年
金
二
千
九
百
円
流
れ
る
朽
葉
子
等
追
ふ
が
見
ゆ

4
 
る
こ
と
が
原
則
で
す
か
ら
、
定
額
成
長
に
伴
う
生
活
水
準
の
上
昇
に
の
国
民
年
金
の
所
褐
比
例
制
度
幅
な
引
き
あ
げ
と
所
褐
制
限
の
綬
を
四
千
三
百
円
に
引
き
上
げ
高
獨
正
枝

禾
保
険
料
を
二
五
年
、
所
得
比
例
保
あ
わ
せ
て
地
額
さ
れ
ま
す
の
で
非
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。
ー
和
が
さ
れ
ま
し
た
。
◆
所
得
制
限
の
緩
和
雨
あ
が
り
雲
間
を
い
で
し
月
影
が

昭
険
料
を
二
五
年
納
め
た
と
し
ま
す
常
に
有
利
な
制
度
で
す
。
こ
の
所
加
入
の
手
続
き
は
役
揚
の
窓
口
で
で
は
、
改
正
の
主
な
内
容
を
紹
本
人
所
得
制
限
〇
老
齢
叩
笞
水
の
溜
ま
り
に
静
か
に
揺
れ
る

と
定
額
分
の
給
付
は
九
六
、
0
0

得
比
例
制
に
は
、
当
然
加
入
し
な
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
介
し
ま
し
ょ
う
。
の
楊
合
は
三
十
五
万
円
を
三
十
八
富
塚
富
江

(2) 

空
中
・
地
上
作
戦

昭和46年度納税組合別村税徴収成績

納..、―税̀  瀾'"割i 収入済額 収入末泊in 収入

組合名 児il 税 額 I、J:I 税 額 •^ 悦 tnl 歩合

斗合nl 80 ヽヽ 2,612,38,0 ,, 80 ,.2 672,38,0,, ., l’J 100 09、

下；1．．！！．＼ 70 3,310,940 70 3,310 940 1000 

L江•,!\ II I 5,473,270 l07 5,429 520 4 43,750 99 2 

干iit 1|: 113 4,861.710 113 4,861,710 100 0 

江口 120 5. 029. 4 70 I 20 5,029,470 JOO 0 

Ill Iぶ 94 3,692 810 94 3,692,810 1000 

南大島 217 8,371 680 216 8,364,000 1 7 680 99 9 

mt 11! 148 3,822,610 140 3,758,250 8 64,360 98 0 

1 | I 谷 81 2,058, 100 81 2,508,100 1000 

Ii,; r,;, I 52 5,468 680 152 5,468,680 1000 

川俣 82 3,637,860 82 3,637,860 1000 

;ii ri 74 1,962,230 73 1,989,890 I 2,340 99 9 
大輪 196 6,919,130 190 6,l!:32,280 6 86,850 98. 7~ 

入ケ谷 27 I.173 200 27 I, 1'73, 200 JOO 0 

矢島 126 5,269,330 1 26 5, : 69, 330 100 0 

大1ki'I. 113 3,990,180 111 J,g61,210 2 28,97ヽ0 99 2 
,、 I l. 80<1 67,713.580 I. 782 67,479,630 22 233 950 ヽ ヽ99 7 

1付巧
H (91!) Jt悦 (1f別m収を［i：く）固定fti>);悦、軽 IHり,,,
悦、国民即Ml足険悦＂虹"氾＇分 、

>‘’ 
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一よ
し
な
し
ご
と

「
革
柁
五
禽
戯
」
華
佗
と
い
う
百

オ
で
も
元
気
で
あ
っ
た
名
医
が
弟

子
に
教
え
た
他
康
法
。
五
肉
の
戯

と
は
―
つ
は
虎
。
二
つ
は
鹿
三
つ

は
熊
。
四
つ
は
猿
。
五
つ
は
烏
゜

虎
は
よ
く
か
け
歩
き
、
鹿
は
情
深

く
、
熊
は
力
を
強
く
す
る
も
の
で

心
は
豊
か
で
あ
り
、
猿
は
木
に
登

っ
て
身
軽
に
行
動
、
品
は
空
を
高

く
と
ん
で
心
ゆ
う
ゆ
う
と
楽
し
む

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
い
づ
れ
に

せ
よ
、
心
を
豊
か
に
体
を
気
持
よ

く
動
か
し
血
液
の
循
瞬
を
よ
く
す

る
は
長
寿
の
秘
訣
か
。
肥
馬
高
天

の
秋
。
他
康
の
素
地
を
作
ろ
う
。

第 1 3 2 号 村の人口

昭和47年 9 月 10 日 ー 9 月 1 日現在—

発 行
世帯数 1920戸

所 人口総数 8851人

明和村役場 男 4387人

編集 総務課 女 4464人

庶務管理係
(8 月中の動き）

印刷所小林印刷所
出生 8人 死亡 7人

転入 32人 転出 14人

づさご者胄菜区が菜六県れ中ま員 と長十 のまやののく校安行 ●おみ 交か子運ま
いつざの年総長で成位下たでり長式 1ミ‘日県 整た遊区範る周全者スス願なそ通るど動で九てをい協団参さき紅‘七な→‘のは行そ‘知 身馬 9 備交戯域囲観辺をとククいさこ安こもとの月
籾しま力‘加んまを郡十か低委あ‘なの役事 矢〇［を通道内内点に確く l l しんで全ととし十二
山ますのそ推をしあ内市に調員い青わ他楊選 ，総規路でのかふ保にJレルまの‘運を老て日十
むし←賜の進はたげ一町あだ長さ山れ関で挙 合制をは区らさす学..すご次動箪人‘間＝記たとも他委じのる位村っとはつ選ま係村の 司I I 的や積‘域設わる蛮ゾゾ゜理のが点の歩‘日
長゜あの関員めはこの中て言こで管し者長表 遠§ I ‘交極歩の定しと・ 1 l 解こ実に安行村か
のついで係‘投‘と投第‘わの姶委たがを彩 集通的行こしいと園ンン とと施‘全者民ら

虐悶緊入 挙；闘塁届嘉名勺〗t器点塁 届苫訂緊農贋責
［農仇ヶ 表 苔喜ば贋こ、元含；畜王烹 召ど手直百心ゑ五 9
が以成経ハ 彰 I 路 してを車のとれ追横は ●にて地路 な月
上上組過 合 ＇にまょさ選の安こら栂断‘追歩し道域のまい
?•そ、品悶 な 式 合哀う0 ；び、名象合畠魯」麿店嬰~t慧鷹盃こ手。 22

マi品 E 惜＄ど 門宕毎累？烹ば碧を盆品忽唸、；円皇扁農 日
：り§ ：き 含晶〖含；没看哀こ、贋芯；得゜眉［り息 か
彩り率次早ク ! 事思心夏 すが排禁
を投九に 故わの休 る協除止ら
行栗〇投 ] にぬゆみ ょ力なや
な率％票 え店 うしど道 10

か限員知 • • ◆り まに感大い！ ぶ 力＇る。°り→ ヵ、運 らる車

冒日］胃＇］叫｀｀｀［言］て参くてのる委 険は三と 縮こすす歳間免険免険 まらか 子しる ◆り夜安か出り うの部ド●まく
表加正‘管く員 る 料 十しこさのでがにが除料除料老し老ら拠 争 どてと子運ま間全らる‘まにあ反／レ自自し明
彰推しま狸正 の保六てのれ二に‘な二さをさを齢た齢十出 面目 もときど転しはを‘と狭たしる射‘転転よる
さ進いた執し全ミ 免険年‘うて十高制っ十れ納れ納年゜年ー制 やくはも者ょ必確ーきい‘ま自鋭プ車車ういれ迎選本行い 除料か制ちい五齢度た五ためため金 金年国 オ之 年に‘やのうずか時は道左し転な V にに゜目
た動挙村が選と ををら度‘ま年者がと年期た期たは のを民 も よそ一年心°ラめ停‘路側ょ車と 1 乗乗 立
もにの青良挙土こ う納加が高すとで発きあ閻期間期‘ 支経年 りの時よ得 イま止とか端うにをキるる つ
の協推年好の自 けめ入発齢゜いあ足にるを閻‘問原 給過金 が行停り 卜しをくら一゜は点‘前人 色で力進団で推年 たたし足任 うっしう人合とま‘則 がしが国 才し 安動止が をよしに広列 乗検ラにの の
すしとはあ進 期期てし意期たたけが箕保た保と 開‘発 全にか道 つうて危い進 らしイは心服゜た投‘ると団 /Ill /!llいた加 間人当ら六し険は険し 始昨足 B: iま に注徐路 け゜左険道行 な‘卜‘得 装
と梨明と選 ‘‘た昭入 がは時れ十た料‘料て さ年し 通意行に てま右で路を い故‘ハ t し総るし挙 ま保人和者 短‘‘ま五期を保を保 れかて勾こ ま） れしをい 走たのすに守 よ障後ン

いをこ 毎けにた年し渡日思解税かうは こるの的に間 ら十た全E り づ交み 言あと ●う転りなょき は る
習購IJヽで月て百金度‘し本市いとに゜文村本一一＾ とにでになをしれ年は (/) け通なこ注わき子る交゜をま事っ見ス絶まよ
慣入売す村税分額四千た専町まごつそ句内村 がはは老つ満かるあこ ま る Iレされ意なはどこ通 すす故と‘ビ体たう
をし店かに額のを 0 本製売村す協いこがで広t::. 必‘な齢たたしこれれ 兎5 ょ l んらをい‘もと安 る゜をしひ 1 に‘に
つ他でら納を一課九当造公た゜力てで出買報 ―i要裁く年とし‘と 1さ畠 齢 せ ぅ IV のの与よそや 全 よ正引たじドや飲し
け市今皆付求八税四りた社ぱをお今ていに ・：で定‘金い‘国に にを一こえうの年 指 うしき気かのめ酒て
て町日様さめ・標円のばがこ い話月おまぃは I すの老がう年民な老合 Iv し身人とまに都よ 導 にい起のけ出ま運あい村ーがれ専ー準這こ／Jヽ消 たしはりしつ :ll ゜請齢うだ齢年っ齢箕 年 まに一をし‘度り の 心姿こゆ運しし転げ
たで日地ま売のとを価の売烈 だをたまょも —i裁求年けけが金て年し 合乞 ヵヽ しつ人よょ具交が 強 が勢する転すよやま
だはの元す公税し乗＾本人税 きしばすう~ I -S, 定を金らで六のい金た よけがくう体通外 化 けで原みなぎら過し
く買たの゜社率てじ四数にと た｀こが←た消iと行をれ‘十加まを期 う‘正守゜的事出 を ま安因がどや゜労ょ
とわばた よをそて十に売は いご消なとば I はなうる自五入すう問 ゜習しり に故す は し全と大‘‘ 運う
尖なこぱ りかれ得七対り‘と理賀ぜいこ ＇｀うけも動歳期゜けが 慣い‘ ーにる か ょ運なきちわ 転゜

;[!]][[][]]□9穏！］］［I: i]［言
二襲し駐警上麟警霞竺言葦綸騎［云臼声き毒疇 ;: 竺塗警至夏[i鬱
`]開刷言讐詞訓言疇履彎
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広報
二り胄間 表会も老民のの向バ十村伸まで
日明年‘八 が福村一人の日もにこ 1 五のびすは人
間和団納月 一 八祉で段福祝←とあれセ人六を゜な生と中・涼十 し 1 十協もと祉日とにりはンで十示老＜七

皐[: 9 合 ユ t i〖［喜口旦侶虐省、王屑喜胃］九し、貪〗［
人庭級教十 上‘はてるら和十こにめの人月も命は

汀岱いヵつ 塁塁五塁麟中晋［いこ謬宕ぎ塁ぢ｛見塁と た 1 念目長ぶ乱虚；；；咸姦g ］プLヽ 雪農畠；且: : : • :\‘ 芭 屈代社す心‘国老況：゜： ：本:!:
；ノョヒ悶衣 て 、示 1 喜資 香詈急悶悶塁辛よ↑名 5 虞芝¥
塁こ五臀で盆 祭 ち 9 尻な｀｀旱昂g昇塁口胃今、屡唇且竺踊 リ I うん よ内；閂塁塁古塁塁冗ぢ乱； g 

':  [ ; §どり：息；塁訂： ：〗§息息只戸 9 り l : :蔽閾 ］訓［息 鼻： ［』
年倉特宵八て中つ心‘がつもし大三れきれに面行クの 称人 念社福ほは は 事し敬の

門町靡百盃斎麿よ届忍；届忘だ倫よ← R 歴且月名』： l 忍舟雙 慕畠晶力：塁 塁 芸手翠念
2 1 うき被がん水やこし九ゃ んてをの頭潮よ 亡思い

見 く報 ゜はそ害けら‘台財れ‘月っ今 で‘踊メ‘につ 者いて→ 133 石村和森小野高峯
合外聞やラ 次このくん豪風産に上ごて年 上ヽい夏り口明達て はまはカ・ 自崎田田尻林本田崎
わ出．＜防ジので発す‘雨ががよ陸るきも 口まの‘デ和し行年す｀ン ら勝ご芦°塁え ：台、靡店塁茎；百ifはt塁 風 k 喜喜1i閾t厄 l it芝； り苫羹〗魯喜名届：
゜且 合 C 且恩孟ぷ盆且； ［多＄含ぢ畠こ の ゜g合竺北、たれ 忍ざ品塁定 ヽ矢大梅南梅大江千
i じ ：烹： ：：倉崖：ｧ; ; 9 [．うし 塁 t [ ;“[ 1 ; ]悶t悶 集島輪原歪原翰口靡
存一；魯 ピ麿内；矢g洪｀冗盆名塁塁；；；了 且 門頁門麿悶麿 し゜含虐苫診 団酉召召召召酋奏奏

台 8 7 6 5 4 3 ふ すも望よとと れさ番の力、で お食いさ明次＾寿
唇；房万闘川；塁煙t魯古含：風；よぷ窓せ 斎こ、雙合竺信念手よ阿巳全ガ 診百：磨且悶百芸 眉累合蘭盆篇魯虐
備ら準ーののくな突てもいを窓あ゜ていゃぎ 僚のい恐てを→゜更‘オのン ま明年村五邑‘ や末 原 小竺
えの備に水近゜ど‘おの家ははた たな雨 す頃われいおガ の→か死 コこす治七の年楽邑 を太文新佐み平
ま準を備かく で看くは足り‘り りど戸ま れでれらまびン よガら亡を 八月久十町楽 ＾郎吉助親き全面
り塁とそ［届 ［板゜五贔醤こ・畠 と塁含し 坦 1屯哀染冗デ、； E こ卒勾防 施 閃告g旦皇胃須莉大矢大裔千上月下
ぅ。さダ早、皇含 危g 炉な［）し溢 胃磨はよ 合 9 ミ房¥、 I 魯 突菜因品こ·’ 旦元&;嬰；賀言鑑島輪盃靡話国品
整゜めすい 補な じ心゜了悶はか紅う とみガ病もきの さの方きつ ツ合さ百う‘
え・にるる強どか配 んつンでこな健せ頂が盛 がちんオさ最九喜九九九九九九喜在

‘ 避゜人 しも いの プが 強板か . どけ←絶の力康 ら要ーり 続う＾‘ん長十ッ十十十一ー一シー

］星］言頁］［］：］］］：：よ！］］］］］；［矢：三手連合；：言lullll髯も言］言］
A でなた顔練参もナポて部東：て参校八び会‘青 年大ツ低賞i勝
グすお゜負習加のメ l 男西部 熱加々日、ノ主子少

）『゜羹 g芝 K 手： ［界謡毘 緊豆塁塁了催ど年 野

翡と関菜こg ；は須ーマーiT‘, • 「_ ni 県 • 

プ［見[I; : : ] i] ［麗： ：色：：：［畠寧I’!] !! !i iし］
罰汀尼』』［：［［］をりに哀を早良ぎがの とも

境上天井こ行く健て‘多田 で恵
りい回候‘となも一‘萩い品 秋すま
‘にるが新しい早さでのこ・ 梨 °れ
出ーでよ世のま生んき味と南 の

唇酌農 □ 翡と房稟ぜ房品盗の 味 屈
繋盃哀店農ば゜炉百 9 gg初覚 こ
し的うでは早穫八田立て 1ょ収 ぃ
くな゜昨全生 倉月島秋い‘な収十年般種 十のをま甘穫 忘
る穫日よ的の 5 日奈すす味 こ

ーマごごごごごごごーマご・ いまれ国ま良解動

西束中 しのまーす好とも国 門
小小学体 ま絶す斉°なこ•‘民
学学 す大がに今成協みた 羽
校校校士＝ ゜な‘‘年組力なす 10

目 る今こもをにさけ月券根
ご年の十｀よまあ 共

9 9 ，大 協も運月おり方ぃ 1 金同
月月月 力ま動ーさまの共 B 運

問召誓会 ＄互腐ぼ、塁と門目か動
ねな開らお年ご金 り
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笛 r 3 3 号
昭和47年 10月 10 日

発行所

明和村役場

編集総務課

庶務管理係

印刷所小林印刷所

村の人口

ー10月 1 日現在—

世帯数
人口総数

男
女 4468人

(9 月中の動き）

出生 12人 死亡 6人
転入 13人 転出 11人

1924戸

8859人

4391人

i— 

電話施設の自動化の構想

ダイヤルで相手が呼び出せる

部いに放 委つ意ー ない線わ月
落て開送村 い見部座さて放り十村
座討か迎長 員てもに談ん‘送‘二で 迎眉

胄 :2 詈謡且芝！！：：翠釜 9 磁歪嬰； 苦砕靡 f祁
g：胃化 塁かは百轟塁房塁悶見訂鱈紅 落
はそ゜品社；を 比贋門二；轟畠［畠首ぐ窟閃践‘ 座
［硲竺倉i塁 [9[9 〖：且ヽ 9[ i心紐；＇ 談

放ま難老送 ` 
務で別維期の採霞 上金動委送すな朽俎 ／2ヽ
がきな持凹で用話ク ク げを化員設が状化話 A 
公まくす K‘ し設口 ，でとを会備‘態し施

貨灯を塁い噂玄 口 塁ほ皇ば棗誌譴の
［塁：息曇§ g贋畜喜ノ、 笞し‘店0 苔芸墨：灯結
叩：叫放 l 国田且署るの話夜作‘の社放迂g 式； I 栖の負めたfーそ用月
（の業がのを長もが送 ；だ引担自 い解こ率＾

（口） （イ） スで電の：討の六が忘序盈嘉魯 しま
991,] ：面門喜塁唇店、 9 : ：日屑艮蕊合忌見 じま
:9]出［特：昇： ：：犀賛
そ冨磨贋百開内更徴 且ど合どす湯汀 成

；一ご9: t〗［そ消 門ヽ魯塁
国にも声は ク

：妻［エ筐息 9靡]甕’"口’'り1―’" 世塁嬰天：に：：日闘叶：［出賃：
゜議゜てその案い契事さ 会回 ilil番せ気 1 用十全話；れれる程‘しか‘の終二 全。

霞 也芸り息至：［盆 閂〗 塁怠はの工事契約に同意 箪；ょ迄 7 亙磁畠息呑彗叶せ頂息［ヽふまg
< 答棋［召ど寄嗣： 丑 9 て一 ．・ 、 1 笞：告息！＇。息 9 宕［手！、寄ど 庄喜量召［葺；
塁 嬰畠平；ぃ、信皐昇 ；省 r2ヽ ; ［と麿店ス 蒼世召 繋讀互雙苫急麟 も

• ：め；弁三； ; ：心t所；二 曾 A’•I ゜自きf： 由や） （イ）らがを議届ぃ:t）に例例（卜）
教えた内こ件武をたでこ件保： ' 所送 こー がよは垢 発動ル
育まこのの 道柑こ‘の 育； • かがど中と回ププる停放でっ‘合放緊信的受を消
言と亡靡眉 靡t亡塁霰 棗村 $ ：畠農磨魯已巳 盟且：五翡箪昂畠と信醤塁嬰
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続］欝ゑ器；砕表器魯 ー 逗唇：゜髯〖塁攀 9 云竺 9 息参虐そ委
の同に円約のに十約： ー 五況 な及 : こ作と中せ警‘イ
件窟きでの同き万の： ヵ放 うび とにきのる報自ヤ
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、言：支四乳塁収凧腐宝面翌杢塁虐塁贋虐且そ腐昭 て竺嬰拿九 な晶怠こだ合盈力：旱〗教根本 孝女話音の 仁
；二の出 0 でそ入益字純・十なな比千水給常れ算和 水 1 塁： 9 旦り 百〗見岱 闊昔竺且乱旦岸沢本育＄喜賃塁魯
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度千に総き本％低万は一そ推
よ三換額く県と一円‘力れ計昭
り百箕を上一伸千で三年に結利
：：：八し村回七び五‘十間よ果四

｀；］詞言訓

い］］］：：料 1'9 保 他 夏乱悶パ調；倫為孟五

息警塾月 70 , ?白；ぶ；岨已歪函[ I 1を魯偲了ぶこ 9 含岱魯は嬰閲合ふ
を畠 □ 老オ f ; • ；冒内。｀ [ ［土 謬讀遭゜霊は 9 悶贋眉呈
虐尉渭人以 1どバ讀塁渭汀ノ さ註鱈 品塁酎畠汀
し担深法医 上 ！永‘通耕一面の対こ、 卜 取泉やに受価産最に村て増
分とに I 年裏転四・租達しれ四 っか官居取 し物終よ民い加
老をしょ療 の ；転転作十九別成‘は百達 たら公住り たの生つがま率

金苔；；夏 医 ：四至汀呈雰悶ぼ円成 伍［いき息塁畠戸万
支 れのの収の程そ扶保上こ Iー1 点 施度す僚給 拐尼 I 付付て定ラな交ま付協を にる年 よ歩がみ転策と機反 耕へ七
給なる楊掲入人度の養険のと老 にそさがなを 呈さ金‘でムお付し金カーまはこと奨うを‘る作をいに対米をクへ
のおこ合合がのの人者者人の人る医つこれ昭わ容借り Jt l れが平す当‘さたが展〇た交と同励゜踏戻と面すう塁策の上クク
詈こ、亡且竺元眉靡偏点塁マ：器哭贋ど百を骨互苔移t を 乞亘醤塁品合なが爵百 9 五彗は陸謡 魯塁ゎ、、原因悶雷存崖咆↓f 
ののな‘百額者が得りは国る費 の紹こと十老す ！の十千‘価度こ本さ対 1 年れっ祇金 し産ず増てに産で謁てで IV
認所り対五＾‘あ税ま被民人の 支介のに八人る辺t 舟府 ！と七円十ものと年れしセかるて算に たのか加いたのな整お‘`
定得ま象十扶扶るがす用健は支 給し制な年医た < 米斗 ！思年のア倍場に度るてンら予お払つ と再づしるっ再くはり転妥
は状すか万養荏坦課゜者康‘給 をま度り一僚め iい度協 l 増合なにこは卜‘定りがい も編つてわて絹‘‘ま作魚
‘況゜ら円親義合せた保保七を 受すのま月門の現~ ,, I ま末力 IV さはりつと‘実目で‘行て 考成でいけ‘成こ単す面池
そに 除ツ族務やらだ険険十受 けとおしか支制 iすに特にれキまいに特施探す十なは えのはるで転をれな゜稽〇
のよ 外以五者‘れしのの歳け ら‘もたら給度別i 圭 ゜は別つる口してな別し数゜月わ‘ ら第あのす換図をる が・
年る さ上人のそる‘被被以る れ な゜実制‘ l 交交い予グたもり交た覧 中れ昨 れーるをが対る契滅 休一

貫苫贔悶魯盆 9、塁りくま娑贔嬰虐こl=I誓はお歴哀ほ臭包腐・1,1 岨呑昇 k 畠本 昭和 4 7 年度米生産調整部落別成績表
さ他在方ず口ら僚本た給合に僚の支れ前間してか月不得！貸れ貸の現設年
れ具受法にで｀を来‘さ‘よ費制給ま年にてはるま可を；付ま付対在資度
て体給にす自受容のこれそるは度内す所受‘‘老で能把！のし利象‘金か
い的のよむ己療易性のまの医‘に容゜得け七前人ので握i対た率‘申のら
るなたりい負のに格制す自僚老よと をた月々医間あすi象゜が貸込貸‘
と内め実わ担際すで度゜己の人っそ 韮医か年根にるる且 次付受付群
こ容の施ゆ相にるすは 負給がての 準朕らの費受たこi の金付制馬
ろに手する当医とが‘ 担付医支方 とに十所のけめと百 との中度県
でつ続る現額療い‘金 相を療給法 しつ二得認たーが お限でが個
すいき方物を機う老銭 当受保さ てい月を定医月技 り度す発人
゜て‘向給支関趣人給 額け険れ 判てま基に預か術 改おが足住

のさ二野獲が＝ = れ前がコ回 県 貸はる 2 し十三しを九て応ん二さ得特年千明ま梱九ン群上 （1) 付百ツ九‘ま平十‘新十‘住 9t
募＾子ん‘選生七中し市月ク馬毛 爾§え を万た十貸す方平優築平三宅tJ·
で矢さ＾同との百かたの十 1 県新絵 ま公行円だ万付°メ方先し方十金
好島ん梅じし大余ら゜前＝ Iレ幼岡画 長た共なまし円金 l メ扱ょメ平融に
成ツ＾原くて沢点も 三日入・社コ大賞は事いで‘まの 卜 1 いう l 方公
茄が須ツニ県恵の出 百よ賞／」ヽ主ン沢 新業まと次で限 IV 卜分とトメ庫っ
を入買が年議子中品 貨り作・催 ー築にすしに＾度 以ルにす IV 1 の＼ヽ
お選ツ銅生会さかし 店十品中にク さ＇ーを伴°‘該規 下以つる未卜融
さと渉賞の諮んら応 で七の学よ 1 行い 低当農 の上い方満 Iレ賓て
め初辺‘吉長妥み荘 llll 日展生る ん な‘先すに 住‘て‘の以を
まめ祐斎田四島ご総 催ま覧絵第 1レ う建 的る応 宅百はた住J:受
＼て子藤秀を、、と数さで会画七 方替に方じ と＝‘だ宅‘け

悶孝男胄唇中 マ誓g tりは信肩ヌ大じ忍‘旦四'c 1 飼い犬はつないで飼おう
をは子なよ学 ラ をとた思‘にので沢上彩景｀人た
競二はいる校 期い゜い誠表風あさげ色画と゜
い千三ま恒は ソ待え日ま実現景るんたまでも
まメ千し例九 ン しま頃す感しを親のもです題
し 1 八たの月中 たしの゜のて的部作のこ°材
た卜百゜マニ学 大いょ努←にい確群品゜つ鉛は

゜ぢ~ q;校 会gぅ。累合よ癸信ゑ畠 5 雰摩
距ト ン日で で今実し出変ら授査 と下校
雛 Iレ大全 す後ってた立えは員精描近
で‘会生 ゜のたい秀派個→の密き辺

優二ず祐二位三分〇 雄三〇庄松三分 0 ぉ
子位子子位 位四ー＾ 分三条本位ー一ーりマ

藤 四年女三二年英茂 九年男でラ 最近、野犬のほかに飼い犬の放し飼いがめだち野犬
奈七〇守野柿秒 子位五 樹 宮秒 子す、ノ
良分三谷恭沼 一口 秒ー 一塚 一口。ン 化して、家畜や炭作物の被害、それに人がかみつかれ
韮五年ミ子敏二位 富 位三三陪二位 の たという話をよく聞きます。被害にあった家は、隣り
子九 エ 子位 塚二 位分 位 結 の家の飼い犬なので、苦情も言ないとのことです。
秒一八 坂明位行一〇椅 果

三＾位＝分 0 館上 木梢三二諮本 は あなたの家で、犬を放していたならば、もしかした
位大 伍ーニ山厚 小良本秒年田隆 ‘ ら、あなたの家の犬が家畜や農作物に被害をあたえた
会富 八年博子 松光窟 秀 次 のかもしれません。このような被宮がおきないように
小新塚渡秒子 原文ニー之一 の
荘シか辺 一 八 孝一 位位 四 と 飼い犬はかならずつないで飼いましょう
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産業別分配所得（表 3)

項 目
4坪度所得額 増加字（4~
（単位千円） に対して）

第 1 次産業 911,977 7 3 % 
うち蔑業 !1)9, 9'10 7. 2 

第 2 次産業 I, 420, 174 32 4 

うち製造業 1，勾3,413 28 5 

第 3 次産業 1蛉0,291 25 9 

うち卸売小売業 401, 132 38. 6 

うちサーピス業 433, 119 43.8 

産業別分配所得 3,792,442 23 I 
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一
人
当
リ
の
村
民
所
得4
4万
6

千
円

4
5年
度
所
得
推
計
結
果

部洛名 目標数呈 実績数云 達成率 奨励補助金

斗合田 25,271" 37,580 ,, 148 7% 2,809,206 円
下江黒 25,282 27,994 110,7 2,069,417 
上江無 23,868 16,663 69,8 1,238,422 
千津井 33,272 35,932 108 0 2,797,768 
江口 46,042 65,737 142,8 5,103,596 
田島 26,456 30,267 114,4 2,328,868 
南大島 60,648 48,717 80,3 3,687,270 
新里 21,917 15,939 72 7 I, 106,957 
中谷 13,344 12,177 91 3 874,970 
梅原 44,930 24,961 55 6 I, 843,227 
Ill 俣 11,934 6,241 52 3 434,735 
須買 17,349 6,485 37 4 468,887 
大輪 49, 161 38,522 78 4 2,823,406 
入ヶ谷 6,680 5,896 88 3 425',076 

矢島 28,360 15,233. 53 2 I, 127,783 

大佐貫 31,216 17, 133 54 9 1,265,437 
計 466,000 405 477 87 0 30 、 405,025
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(3) 第 133 号 ー，広報
し公敷

汲た団地村
近．をので

の 建ーは
交設部こ
通 すをん
事 る利ど
情こ用‘

l]:'茫四可 9りi` 
l言叫冑］叫呈言［言；｀十
|［［閏叫胃信閏鬱土 9 ：主l
: ［鳳胃；;H;息:m!i!i l iクt-i [ : : : : [>;i [ : 
[I畠；長: 99曇す：晨い詈虐喜言]羞1mm畠息Ii : : ] — -―--—_-—_.--Jス野力て‘を練中 らす
にも募点小 役 てうすにし でにて へロまい分いらに共大の人をろ まン蔵
優挺校で中役場こいなす‘いそなはは豊 ん々たたにうなな同切中が通い生しブ地
秀秀の‘学場でのたポめ明村こけ選‘ヵ、 近！楽に‘よ自もいく生なで集しろ徒たフ岳
なな担選校に行作だスるる内でれ挙考な し→生う覚の個て活もい団てのは°ァ登 池
作作当挙で応な品きクこくの‘ばがえ生 挙＜た徒でしを人はののか生‘活‘ イ山

]]]]]];]篇；：：／：：：：i霊］
ロ三勝ち］霞碍叶[[9言

手ゞ琴戸芦＝＝忍［；丑の゜か 種競 l 校行幕
これ花はは と達熱玉ば学たで種中目走クでな

摩虚！累；閲塁危や、塁合盆塁ま゜貫臼〖胄云t. 1さ E 明
ッ民 りに体‘い父くやつはたを々仮な真ス男ま
カ大 でス育十ま兄り綱た‘東わな装いツ‘女しけ
l 会 すポ祭月しの広引り元 l」ヽかス行まなリ全た

毘品 I,. ↓と仕竺塁ば宕紅、各西茎：空に哀『但゜
明和村体育協会サッカ一部員 ‘揚 の秋に が友ど白っ小し IV‘ がろ‘よ

]汀鱈[i ̀ ]:]昇i『!:I!:~lli!lil I 信l

め \,、 わ 昭和 47 年 10 月 10 日

1 交通公ー園ができる I

正しい交通規則を自然に体得

交通公園乎面図
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もに経全能庭分庭 た村に千に二 が八
この役済なとににに保 °の‘五よ日エ進月保
ので立的育なかでお育保 荒武百る行事め二育
建すて困成りわきけ所 井辺六競なのら十所

閂゜虐麿裔四；名負ほ育 翡繋芳笑 E 質な且岳体乳
よ 虐悶幻麓器が蘭翡所 ？よ悶店品喜笙ば醤位幼

建‘る．のなのぎ 落百河‘名はすわの
て生と児保場保な 札万本保業‘゜れ星の児
ら活と窟育合育と し円工育者八 の

、 な塁ビ畠裔豆平亙 t品目累岱見 盃緊向健
）平面図 今北設で三上

年側計国 全
摩 h 心悶をな
二て新建＾
月ら里築ーは育
三れの設一
十ま第計九カ、成
ーすー事坪
日゜水務ツるの
予完源所の
定成地四建たた
にはのが築めめ

叫塁：］］］［言：亨［ロロこ口］已＇［二：卿
叫髯罰開人 貫言口］訃闘麗；
ントよらを達免ー 者＝四円 1 の ク ·・・はに

魯天；了げ、贋目喜隈ご 初盈よ貪gこ）： 5; 消防自動車を購入 I “-9 ,]] \l い
証横ラク義迎すいを改の 席日式動能 H 消゜ れ

計］］］i]よ心：筐麗目［叶＼：t］
ロり］らa 黒 iり千ク

どい絡るめ くわ→だくて→と番 ＿さらて初ど車 ま

謡妄っとさ届製：ぢ □ 悶 n; 二； ；雲 一ョー,: !三閥衣ほ塁す；
と時くは線現がず O \llくた〇いいは す万転や寄‘
パ村刻だ‘放励で‘番話だめ番まつみ ＼、 0 か円者らせこ
ト名 さ必送へき警←をさに←すでな つ番 ら以保がしの

1く晨りi~,吏烹！聟：：眉妥：苦多 とは 口盃［そ百：
急名 こ 0 が゜現たまとでが線る:::, ':: あ し金達た割を
行お と番行 如掲す言すあ放体一 ーゎ てに反者込つ
すよ を← ＜へ所とっ゜わ送制一 く処ともみけ
るび 連すた行が‘た早てでを 0 下て だせし‘なた
民れ四しニ カ、通何 販会に 1 年自‘年土た十土土〇けの報のつがの 在］ず 売やこなク以な
ら本か地゜六地地番て屋者よば に がに I 塁忍そ含走ぢ
象臣畠盆 日、盆分 はヽ号住；哀斎が、 匡＝ と自 1 いけっ許

i ,1『警 9 羞已；盃竺景竺 互 9 乏；邑歪匿でで昭な会 ま件ん目 で所通な‘て
土す進和わが明 回た ‘か概き すな安いこか
地゜め四 れ九ム 線 は 事‘ ゜ど全 このち
の戻ら十ま月＝ 〇店故ょ り で協とマー

寺畠門磨了孟し‘苫；く含翡贋謳普閲す否名翌；竺谷 存力：星房t
らよ 見川つ灯パ を月 中者 にの なるつガ子月文：なこの‘あ

言腐乏習 届； 悶喪 5 盆醤悶含虐 Z 畠迄 E 腐塵品 k
謬畠胄晶罪諄謬＄磨苫習炉渇芸；を合畠麿
は点忘渡ぺけつた りのら珍ほ波しひす のつか査つ

岡昏々富れれ中りる山くる市と眠細ずら高ほ寄坂くてシ でいる等＜

安g$塚亙艮岱；し0 形品 5 川図含田 と梱：悶卓名t 柑i内石＄言易
ふめき冨をンいグ音卜く追つ ふ武 岩正叩る枝し小 説でな‘
みむ針江早ガ子口たメ かやIJヽ子 の枝らを子がさ 明すいで

保
育
所
と
武
道
舘
を
建
設

ヰグ．一



よ
し
な
し
こ
と

仲
秋
か
ら
冬
に
か
け
冴
え
わ
た

る
月
は
美
し
く
神
秘
的
で
あ
る
。

お
伽
の
国
、
う
さ
ぎ
の
餅
つ
き
は

静
か
な
海
や
ク
＞
ー
ク
ー
に
変
っ

た
が
輝
く
月
の
神
秘
さ
は
虫
の
声

と
共
に
心
の
奥
に
没
み
入
る
。

ア
ポ
ロ
の
探
険
で
月
に
は
兎
も

人
聞
も
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た

火
足
金
屁
も
同
様
だ
ろ
う
。

だ
か
ら
人
間
の
存
在
は
数
多
い
星

の
中
の
地
球
だ
け
で
あ
り
、
そ
の

地
球
に
お
互
現
在
生
き
て
い
る
。

し
か
も
宇
宙
は
無
限
で
あ
り
、
人

生
に
は
限
り
が
あ
る
。
お
互
仲
よ

く
は
げ
ま
し
合
い
生
き
甲
斐
あ
る

人
生
を
送
ろ
う
。

第 1 3 4 号 村の人口

昭和47年11 月 ]5 日 ー11月 1 日現在ー一

発 行所
世帯数 1924戸

人口総数 8851人

明和村役場 男 4389人

編集 総務謀 女 4462人

庶務管理係 (JO月中の動き）

印刷所小林印刷所
出生 17人 死亡 9人

転入 14人 転出 30人

忌函窒息 9 息：］t:；五暴宝盃歪責正蛋璽i-I倉藁覇笠溢孟尼茅翌[i ;9 竺竺 9] 喪魯責と者オ笑しきた←張をの行な人揚家は 下よが お進のい側帯過す解移地｀‘阪色→た具計配
きも l いたに゜なれの者なと出に族‘ でう十恒 ム よ地内う‘の密゜決転域四北 分誘も体固置は胄；衣塁は 虐←‘g贔 E 畠リ。孟心塁 嬰且灯麿 云 I g域百魯闊羞店 合； ；；国靡魯けぎ麿魯門旦
りりンっ行甘 声→し技｀技 V かみし にく日村 場 ！．の で‘をつ か‘ど九‘歴絨→全第日法
でな、；しそ甕目 原雰ミ品塁翌：け、贔合 ｝：闘：臣南 に ，悶 内盈五芸 言喜五州塁皇墨且塁祠香；
勾后且こ゜魯は え含塁摩盆；一月易早、ぢ 芸点g g大 は 悶 危喜孟 与過、欝曲国畠［ ; ｢ [畠全
い褐新大がまりそン勝年決大勝な年び勝綱 島約 1—うに 県か な工老の9 汀息[9“`：＇［国；〗り后千 1 豆 9 日 衆;:j叩い三た合八点得 て人学幼述強もっ戦みを進た‘こ連 人 1 日十れの 全i i城 増集域 転くエ．：
位が田十で点 体グ生稚続みちては゜し出新予と に一た解 iおt ! 加栢 を当業・・'•
に‘がーニ競 育／レの回低を込｀大ーよ゜里想な続 の ，投月た散 ; のの 図該の

げ亙屯悶閾魯む砂叫叩く優人 1 景元没羹投院 喜信 を目翡
詞:~詞9□9言且勝出 Il［［；胃贋 !:日9
―｀胄薗］［い悶叫喜叫競［川大下＾ • -八内‘ 扇累 1さ 月 挙i 闘嬰晶悶碧口 域

争唇臼羹きに彗努 1 云百畠 十 厄嬰誓召靡塁嘉
i顧江・ツ田位 点と 三れで ; 交と積なに域 地
デ日魯盃冠妍塁ぢ↑手冒 日 りと五［誓妄月

l なつこ権ャ治に よさよ報なし 地十第i行法 な笠勢なち て当そそ地
iうののす 1 批無最す棄うんくやうたと域人二！さはなり懸崎り六群補りれの域ま
iこ参こる低判関近る権゜そ聞政大ちこの選区；れ本おまの ‘ ‘十馬助各ぞ企かた
iと加と人先を心若よし ろき見切にろ中出三iま年‘し八太前＝県金五れ業ら‘
iでのはがとしをいりて つ‘放なかでに‘人！し十こた市田橋市でが エ及のそ［あ機‘多いたよ人ま政 てよ送選わ‘入本・；た月の゜町‘‘町は交 8 掲びエの
ぎり会政くつりそのず治 投くな挙っ衆つ村第： 0 -エ 村大高村七付〇立受垢工
[‘を治なた‘お中投の 架考どでて議ては＝百 干業 が泉崎が十さ円地入移垢

青 I 塁募へっこまつに票批 いえです‘院い‘反！ 五再 白‘‘誘市れを床先転が
のてとたたは 判 たてよ゜国議ま第四［ 日配 地大桐辺町ま限面市の移

副［忍、たいか‘り‘ を し‘く選政員す二人； か訟 地閻生地村す度和町勘転
のi だまらレ｀政 まみ見学をは゜区の ら促 域々‘域の゜と一村合促
仮；こ失ーす棄ジ政治 しな‘公に私の計 施進 と‘伊とう し，lfには進

装 l 県の黒て栗江〇票田し下〇案栗所理 分 0 0 し よなるすと
行；なが千゜第区焦架 所・ま江票 と区の委十 で字 ら ま投 ―た恥るに
例＇お加津屯ーにの区投で手し黒所投おの変且― 老と投が身午投し;’"投:,oの合人よ
;‘わ井一投入うの栗投江た集で菜り変更会月 漿苔体後栗ょ亡票 ーもをつ
i上っ・西禁りち斗区栗黒゜荷‘所可更なが九 百百でけが六時うはの 栗考当て
：江た江票区ま‘合のをはこ所宝の決のら開旦 斗 示きな不時間゜‘：主 をえ選‘
酎；碍団昇月周といな＄嘉周 □屯い合所沢だ畠喜 1さ裔は認印］

l 笹で田‘合゜黒下はく黒らーをはま審J:‘Jj,) 田 な方ただで午 こ にまるの
：西刃島い田しが江‘だ梨は投廃‘し議江第で . はりっす前 と 使す結意

架 旦］全象筍閃四哀腐斗、嘉も竺ぢ；農五塁下 ど遠ヒ合゜蒻 且 ね塁塁翌
］区 江で江っ西上投゜投合＇とて投 原投梨管江 を限自‘ か 意 しあな反
ンまでツ時 た査査 でが投区 し東に里！ 安ん本がまた 〇てり 0 な

：食 l ので [Ul そ゜をの十 投う数の投て I」ヽ入 、、．ヽヽ 裂：心゜人誰ぜくす も‘氏 < 

；叶孟靡g 闘面見 交門ぶり墨冒と孟； 上 更と昇蒻·届面〗ぁo gg悶魯塁貸
争i間五位果 九と七；通た‘あしのさ体の 投がの累栗のなのと紙ほ用投

：：：繋且芸 裔ヒ晶五動り、良含品罹＂：目ご且 門点包 k 〗魯店喜含皇t‘唇門
屁歪悶蕊 ：磁閾公昌覇冦桓毘篠 柱悶部 : g [、仁、 1: 9 ：王：髯： : 
：台六大り し動晶を に投区近に て染脅F ぅたりをiらく‘ら 投き補さ
で時佐で ま態礎—査行梨がく投投所 ゜人まい‘ヵ、他れ栗し者い

｀ゞ一 すま頁‘し謂調時 く所ちに栗栗の にせた誰きのましたの゜

詈臭力：喜よ訃↓R 県＾覧＾盟＾靡線累言と塁塁乱！間 で哀た儡嘉集不ま塁内畠臨屯哲苫投 不 店t門姦翠
を誓＇累信喜骨： ]; 政直：面：［翌：］翌 o g互在応 ；ぢは喜孟習畠存届塁誓屡；り鷹冒 在 尉芸篇畠` [ 9 息日塁胃表募百：シ；堕贋世乱； 忍悶母：i 0 歪 :;0 分：警t 9i ［尻息国〗扉活 喜 ：屠覆§羹
郎小表あ行二郎長 で一俣ー林一線 岩十 て三か号竺 禁塁 孟習：馨は溢忠を； ：マ芦用 票 ＄塁雰雰贔
汀〗j仔：と彰 ど靡二線:月 |l！同塁言犀巴 嘉クぢ畠乱： ；貴両；孟衣胃気を の手誓悶；茎

ー拗— 一岡 1Ul し動後 用に午日問すす哲単゜者人投お ゜すい‘降
表長たた席四 台線台百西里ツま車七 しし後まは゜ツ＾で不投は漿産 るま選る

て一線十でと三今 さ円内羽 に三単板町 三す長現 ←す別l 内 なな円距か話 と月 ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑥ 
い般か三三に分ま前れ‘iili生ま三分位含・双をか殴在川でぺが通広っるで離け時現い十祖広 弗f ;;;; ＾県＾ ↓見地国＾国＾村
手憔盆闘よ西喜塁靡手る翌雙な温喜緊 □ 腐女と新は詩認謀ご怠芭器哀祠喜姦g門房盈百房域 数大泊入逍内泊川泊梅氾
°畠を叱円｝．；子舟且゜字含畠塁g西ほ孟 □ 盟ほt、ぢ魯麿］覇げミ腐手 a, ぇ：畠易 K 忍‘息時料しし、旦ご厨；至ツニ塁二塁邑、
金たこ一崎円ず崎 ご‘話市れ‘内田新・円制ら話iiliま時‘市で゜話るれ市な料制→料分 り内岩ツ西 三百三包靡
彦馨畠危斐二呵更 亡昴は•まー通村田館と度ずし話す問坦外は ；篇ば闊：畠匠互魯制金電玉ツ）l; 大ー百—号 水
虐g魯〗彗望靡畠 閂塁g鯰刃 9 苫盃：扁［送屠；毯゜蔽蕊喜 5 云盗ほ巴悶且臀雰繋g布u i舌g危畠三畠；竺云碗一畠が金‘と分すへ話 加十区市 こり話楽大すと円間は 距金の→ 立かどと円‘ま制十ぃ度 魯三儡巴 旦裔皇 薩追
つで有にまごはは 箕二域・ と‘は町泉゜‘での‘ 離は区市 とく七‘で通す←—て ツ台線台 台貫台 台

功ピ
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l][!``!ii！員言言[i]!]雀竺；蓼る翌罰：吝〗 ；躙［胃参醤 9 登竺！含む芸き毎忍‘方父 届：姜 9§ 農畠隻品 9 ；匹；
喜氏戸雲互戸蘊邑；〖茎旦農尋房［墨匠辰蕊：［口畠 口 E 鷹合農 政塁し‘烹各贔丸自
ご眉恵；合ら工合覧塁入ン発 ［衣笈とよ伍こ、燐こ哀悶与挙 9 畜［喜悶 □ 対翡： ;·>: 9 
点巳悶に目名岱摩f届賞ク 誡g繋こ、 2 岱g喜ぶ贔巌［｛を 苫は悶贔産策畠り、悶晶て臀
中三の゜を六出中クの 1 挙でられすたをす．／りでで 急け 出政 旦来協議 I」ヽ ‘ 
学点対お点品学 1 明 ル をす私か゜ち守゜←は→し 速る席対 C) ム＞‘笠議会松お
しい国れ美こ点に作 佳中佳佳三二二IJヽで 感／」ヽれ まる点学しの校 改 め屎な再i エご りの芸ジ 列村
たうコでさのの出品な作学作作等等等学す入謝学たましとの校た中二 善会に業国紐！ 属息 ま方がヨなさ議
゜みン東ん中う品のお 校高品須 校゜貸状校生たたいうのもか百 を議行の際 す々行ンおれ会
ごク／」ヽがにちし中‘棧の瀬田藤奈福の 者が‘徒‘°うち部のら六 進のな均化月t ゜のなと‘る議
と 1 学入明本まか県村部冨と英良品部 の贈明の入 優‘でで‘十め内わ衝の 参わし大予貝
な IV 校四和県しら選浩 三も里浩和 氏ら和学四 秀本はす／」ヽ五 る容れあ進な： 加れて会定な
成入はし東はた全管志 子え子美美 名れ西校＾ な村‘゜中点 たはたる展 ・ をまー終にど
紹代‘て小三が国で＾ ^ ^ ^ ^ ^ ＾はま I」ヽで三 成で入な高‘ め‘も発にと おす流了な多
をを＝い一点‘コは明 東東西東東 敬次し学あ等 紹五質か校高 ‘牒の展対枡｝ 待の芸後っ数
おは年ま年入入ン入中 小／」、小小IJヽ 称のた校る以 を点点で別校需業でを応 ちで能アての
さた述す福賞四ク費三 四ー＝ ＝ー 雙と゜に明上 おを数もに七 要のす図し謂t し‘人卜い方
めす続゜品し十 1 し年 年年年年年 お は和ツ さ占十‘審点の体゜るて て多のラまが
まーと全こ和｀八 /V たッ シシッッツ り ‘東さ めめ四／Jヽ査ツ 増宜 た‘ お数演クす参

て人てで内のす車停二 習火のの常と担かひ迎運の二の しが答あ応関 説育い興でつ生大
ぃ、事て死事゜楊車十本 慣のあのなこし傷りとえこ動一十統ー た行なり策係こ明成て地‘い産す
ま負故お亡故今線扮＝村 ず元るうにれて事‘りるのが遥六ー旧 祀火 ゜なら‘に機のし対←域村てのるす街件り三件年を線号の 交けの物ちげをい故火のに運行間日標れ わぴ最つ関説ま策と整で協再供
ま。門塁五人炉，贋品線斎 通t塁忌リ；包 9 ; ；塁嬰を胃危¢忍‘麿灰 の 乱は但塁屈門と苫云靡門円g g 
召：j i界：累信璽麿；百 喜 ;0 を胃房包呈 ol 9 唇；羹筍蚤五［ [ ] 言i t堡慧 9 ; ［゜ど璽：＇屠〗目
': : : : ：。 r[: [ [ ］畠哀 ；門[ [‘:〗!i〖 9 虞； ；直誓皇「匹｀ニー 9-竺汀 I ̀  
反女品ねでツさな人゜あ転 っ；腐こ (3) (2) (1) 検 2 (3) (2) (1）に 1 命贋な か~ 予
勢美、腐g蜀ぢぢ震危苫g は き ゜且g靡姦竺且 ぷ塁醤醤百昌晋合祖 11 防
隈翠農喜由靡悶閲哀闊翌や 虐を賃闘畠 5 お悶塁房委固努証畠月 迂〖
らち奈゜!Jヽ<‘日ま亡事め 害との垢止投 なのの確全旅と点い
きゃ良十型の和にす二故 をを正所 げ か実徹保避館お的っ 2 璽力たん孝八卜県子大゜人十よ なよしの捨 の施底難‘りにせ日
大＾一日ラ逍ち翰こ‘ーっ くくい安て防 ホで行い
型:tさにツをゃのの負面 し守使全と火 テすな実
：マんはク自ん斉内但が まりい点寝再 IV °わ施

の‘に転＾藤大十発 し‘方検た点 等れ事

ーな 識車理防いた突パの死プ

唇麟 若人の祭典を開催 ；ヒ晶盈~g r ヌし、こ贋乱？
会祭ま ; ‘に転はよたがラ大百似の
し典し ；飛Jl:を‘う゜死イ型二゜後
て 1さ竺 交流と親睦を深める iびまし運な 亡ト・ト十十部

；出れな転痛 —— 

::;:]:a:[:;:]: 
辺マと食き に所

金たパ三目た羽十 あ — をマ‘が‘あ招の
会゜ I 互標た根月 』→ うさ指ス安かい栄
をこセー額か共— 赤 り . s' けん導ム心ちて荘
通のン百一い同日 い
し募卜八千 が’

•一•一・

星叫h it!図9言］冒
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よ
し
な
し
こ
と

一
年
と
い
う
年
月
は
短
か
い
も

の
だ
。
年
を
と
っ
た
た
め
で
あ
ろ

う
か
。
心
理
学
に
「
年
月
の
長
さ

は
年
少
者
に
長
く
、
年
長
者
に
は

短
か
く
知
箆
さ
れ
る
。
」
と
い
う

法
則
が
あ
る
。
子
ど
も
や
若
い
者

ほ
ど
将
来
を
期
待
す
る
気
持
が
強

く
、
老
人
ほ
ど
年
を
と
り
た
く
な

い
と
願
う
気
持
か
ら
だ
ろ
う
。

も
う
幾
つ
ね
る
と
お
正
月
を
数

え
た
子
ど
も
の
頃
の
一
ヶ
月
は
長

か
っ
た
。
待
つ
時
間
は
長
く
、
仕

事
に
お
わ
れ
熱
中
し
て
い
る
時
間

は
短
か
い
。
い
よ
い
よ
十
二
月
。

年
の
瀬
も
せ
ま
り
、
昭
和
四
十
八

年
が
駈
歩
で
や
っ
て
く
る
。

村の人口
ー12月 1 日現在—

世帯数 1930戸

人口総数 8862人

男 4390人

女 4472人

(11月中の動き）

出生 11人 死亡 6人

転入 35人 転出 29人

あ
り
、
次
い
で
、
老
人
ク
ラ
プ
育
の
べ
ら
れ
ま
し
た
。
助
料
を
受
給
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
姻
等
に
よ
っ
て
氏
が
変
っ
て
い
に
す
で
に
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ

成
功
労
者
に
社
協
会
長
か
ら
次
の
こ
の
あ
と
「
老
人
と
年
金
制
度
後
こ
の
父
母
が
死
亡
し
て
も
特
別
な
い
者
れ
て
い
る
戦
没
者
は
今
回
の
改
正

方
々
が
表
彩
さ
れ
ま
し
た
。
」
と
い
う
演
題
で
桐
生
社
会
保
険
弔
尉
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
四
戦
没
者
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
の
支
給
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

柿
沼
覚
一
（
下
江
黒
）
和
田
実
た
が
今
回
の
改
正
で
、
こ
の
父
母
兄
弟
姉
妹
（
こ
の
順
序
に
よ
る
詳
し
い
こ
と
や
不
明
の
点
は
役

事
務
所
の
大
塚
先
生
の
講
浪
が
あ

（
上
江
黒
）
閲
部
孝
三
（
千
津
が
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一
日
先
順
位
者
）
で
三
に
該
当
し
な
揚
住
民
課
で
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

摩
団
｀
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五
十

三
戦
没
者
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
し
て
い
れ
ば
、
こ
の
妻
が
特
別
弔
月
が
き
ま
し
た
。
日
が
短
く
日
ご

ヽ
福
祉
協
諮
会
長
•
島
田
老
人
ク
ラ
が
「
み
な
さ
ん
に
好
か
れ
愛
さ
れ
ず
が
館
内
を
い
っ
ば
い
に
つ
つ
ん

ヤ
6

プ
連
絡
協
議
会
長
の
あ
い
さ
つ
が
る
老
人
に
な
り
た
い
」
と
謝
辞
が
で
い
ま
し
た
。
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兄
弟
姉
妹
（
こ
の
顧
位
に
よ
る
慰
金
を
請
求
し
、
又
こ
の
要
が
死
と
に
寒
さ
が
加
わ
っ
て
き
ま
す
。

A

人
の
手
に
よ
っ
て
紅
白
の
テ
ー
プ
先
順
位
者
）
で
、
戦
没
者
死
亡
亡
し
て
い
て
も
、
戦
没
者
の
子
が
家
の
中
で
は
火
の
気
が
恋
し
く
、

っ

，
ク
ワ
麗
東
北
自
動
車
道
開
通
式
が
切
り
落
さ
れ
、
ま
た
、
地
元
市
（
入
隊
）
当
時
に
戦
没
者
と
生
い
れ
ば
こ
の
子
が
請
求
す
る
場
合
野
外
の
景
色
は
わ
び
し
さ
を
ま
し

町
村
長
に
よ
っ
て
ク
ス
玉
が
割
ら
計
関
係
が
あ
り
、
か
つ
、
昭
和
も
あ
り
ま
す
。
て
、
あ
わ
た
だ
し
い
歳
末
の
気
分

＇
戻
本
村
か
ら
も
村
長
ら
関
係
者
が
出
席
れ
、
色
彩
ゆ
た
か
な
フ
ー
セ
孟
”
四
十
七
年
四
月
一
日
現
在
、
婚
昭
和
四
十
年
以
来
、
現
在
ま
で
が
た
だ
よ
っ
て
き
ま
す
。

空
商
＜
舞
い
あ
が
り
ま
し
た
。
冬
の
朝
は
、
七
時
、
八
時
に
な

芸
埼
玉
県
岩
槻
市
か
ら
栃
木
県
宇
じ
め
公
団
、
業
者
代
表
者
な
ど
六
こ
の
中
を
、
氾
路
公
団
の
パ
ト
村
道
が
舗
装
さ
れ
る
っ
て
も
｀
ま
だ
夜
の
寒
さ
が
残
っ

.
J]
P
]
〖
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l
'
‘
-
[
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ー
[
『
[
叫
〖

□
口
閏
冒
攣

]
]
C

ュ
井
議
会
議
長
、
地
権
者
、
そ
の
ほ
一
＇
さ
ん
の
西
側
か
ら
南
へ
七
百
六
十
先
の
五
百
三
十
七
メ
ー
ト
ル
は
五

で
は
、
埼
玉
県
れ
ら
か
ら
ま
だ
加
わ
り
ま
し
ょ
う

か
関
係
者
多
数
が
出
席
。
軽
快
な
二
軍
六
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
舗
装
工
業
は
百
二
十
五
万
円
で
原
工
業
向
に
落

群
馬
県
栃
木
が
い
い
お
年
を
迎
え
る
た
め
に
が

マ
ー
チ
の
な
か
で
神
田
知
事
を
は

A
闇
リ
ーW
"
’

荒
井
建
設
昧
に
四
百
二
十
五
万
円
札
し
ま
し
た
。

県
の
関
係
者
に
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
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刈
り
＼
で
落
札
。
現
在
工
事
は
進
め
ら
れ
て
い
ま

を
地
域
で
推
進
す
る
。
・
よ
っ
て
開
通
を

冬
の
青
少
年
健
全
育
成
運
動
ィ
青
少
年
の
非
行
や
交
通
事
祝
い
ま
し
た
。
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旬
大
み
そ
か

故
、
山
岳
事
故
、
そ
の
他
の
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m
小
さ
な
お
子
さ
ん
の
い
る
ご
家

1
1

よ
い
環
境
を
つ
く
ろ
う

1
1

事
故
を
防
止
し
よ
う
。
、
ス
タ
ー
ト
位
匿
議
会
定
例
会
七
日
、
県
民
会
館
で
開
催
さ
れ
、
庭
で
は
、
も
う
す
ぐ
や
っ
て
く
る

年
末
年
始
の
あ
わ
た
だ
し
さ
ー
席
上
、
大
輸
の
野
本
高
男
さ
ん
が
学
校
の
冬
休
み
、
つ
づ
い
て
ク
リ

に
な
ら
ぶ
バ
レ

年
末
年
始
は
、
比
較
的
諸
行
事
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
次
の
推
や
冬
休
み
の
解
放
感
か
ら
日
常
・

1
2月
2
0日
頃
面
招
集
統
計
功
労
者
と
し
て
県
統
計
協
会
ス
マ
ス
。
ク
リ
ス
マ
ス
か
ら
大
み

が
多
い
う
え
、
休
暇
な
ど
に
よ
っ
進
目
標
に
従
い
県
民
総
ぐ
る
み
の
の
生
活
が
不
規
則
に
な
り
が
ち
で
←
ー
ド
車
明
和
村
議
会
十
二
月
定
例
会
は
長
（
神
田
坤
六
）
か
ら
表
彩
さ
れ
そ
か
ま
で
の
早
い
こ
と
。
ま
っ
た

`
·
拿
●
g
-
·

て
、
青
少
年
が
学
校
や
職
揚
を
離
運
動
を
展
開
す
る
た
め
、
実
施
要
百
少
年
の
非
行
や
不
園
の
事
故
が
二
十
日
頃
招
集
さ
れ
、
昭
和
四
十
ま
し
た
。
＜
目
の
回
る
よ
う
な
と
い
う
形
容
＿

れ
、
そ
の
解
放
感
か
ら
日
常
の
生
網
が
き
ま
り
ま
し
た
。
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
た
め
、
各
呻
裕
母
宝
者
の
清
退
姑
広
に
対
～
す
る
結
閲
別
六
年
度
一
般
会
計
、
有
線
会
計
及
野
本
さ
ん
は
十
年
間
、
統
計
調
が
ピ
ッ
ク
リ
の
お
母
さ
ん
た
ち
。

査
旦
と
し
て
、
統
計
の
重
要
性
を

活
が
不
規
則
に
な
り
、
非
行
に
走
1

期
問
十
二
月
十
六
日
i
一
稲
の
防
止
運
動
を
推
進
し
実
効
を
び
国
保
会
計
の
決
打
の
認
定
、
昭
子
と
も
た
ち
は
、
も
う
い
く
つ
寝よ
く
認
識
さ
れ
、
統
計
の
普
及
発

っ
た
り
不
限
の
事
故
に
あ
っ
た
り
月
十
五
日
期
す
る
。
出
よ
忠
今
半
古
〈
給
灼
法
が
一
血
叩
古5正
和
四
十
七
年
度
一
般
会
計
、
国
保
展
に
努
力
さ
れ
た
功
紅
が
み
と
め
る
と
：
な
ど
と
は
し
ゃ
ぎ
回
っ

し
や
す
い
と
き
で
す
。
ま
た
、
家
2

主
唱
群
馬
県
・
市
町
村
青
ウ
青
少
年
を
健
全
に
育
成
す
会
計
、
有
線
会
計
及
び
水
泊
会
計
ら
れ
表
彩
さ
れ
た
も
の
で
す
。
て
い
る
と
い
う
の
に
…

·
:
0

庭
や
社
会
に
お
い
て
も
、
あ
わ
た
少
年
問
姐
協
議
会
る
哀
境
を
つ
く
ろ
う
。
特
別
弔
慰
金
（
額
面
三
万
円
の
現
在
で
公
務
扶
助
料
等
の
受
給
者
の
補
正
予
打
の
件
、
開
発
公
社
の
呆
全
ぞ
叶

D

さ
て
、
お
正
月
の
用
意
は
昼
す

だ
し
さ
か
ら
青
少
年
に
対
す
る
配
3
推
進
目
標
召
少
年
に
有
害
な
広
告
、
雑
国
佃
で
支
給
さ
れ
る
）
は
、
昭
和
が
い
な
い
坦
合
に
支
給
さ
れ
て
い
設
立
の
件
｀
屈
業
委
旦
の
選
任
の
ぎ
ま
で
に
す
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
主

園
に
欠
け
る
た
め
、
青
少
年
に
と
ア
親
子
で
話
し
合
え
る
家
庭
誌
、
映
画
、
モ
ー
テ
ル
、
そ
の
十
六
年
十
二
月
八
日
以
後
死
亡
し
ま
し
た
が
、
今
回
の
改
正
で
、
昭
件
、
そ
の
ほ
か
条
例
及
び
規
約
等
収
納
成
績
優
良
で
婦
の
台
所
仕
事
は
早
め
に
切
り
あ

っ
て
好
ま
し
く
な
い
膝
境
に
な
る
を
つ
く
ろ
う
．
他
の
監
視
を
行
な
っ
て
、
関
係
者
た
戦
没
者
に
つ
い
て
、
公
務
扶
助
和
四
十
七
年
四
月
一
日
現
在
で
公
の
改
正
の
件
な
ど
上
程
さ
れ
る
見
群
馬
県
国
民
年
金
推
進
大
会
が
げ
て
、
新
し
い
カ
レ
ン
ダ
ー
を
か

と
き
で
も
あ
り
ま
す
。
年
末
年
始
の
行
事
を
通
じ
て
の
自
粛
や
協
力
を
要
請
し
、
排
除
料
、
追
族
年
金
等
の
受
給
者
が
い
務
扶
助
料
等
の
受
給
者
が
い
な
け
込
み
で
す
。
自
治
会
館
で
十
一
月
十
四
日
に
行
け
、
家
族
そ
ろ
っ
て
テ
レ
ビ
を
見

こ
の
よ
う
な
時
期
に
、
育
少
年
家
族
で
話
し
合
う
機
会
を
多
く
活
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
青
な
い
揚
合
に
追
族
（
主
と
し
て
戦
れ
ば
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
ー
・
‘
‘
‘
,
'
‘
、
9
,
'
‘
、
．
，
な
わ
れ
、
席
上
、
保
険
料
の
収
納
な
が
ら
、
忘
れ
よ
と
な
り
わ
た
る

が
楽
し
く
余
暇
を
す
ご
し
な
が
ら
し
、
親
子
の
融
和
と
理
解
を
深
め
少
年
の
健
全
な
育
成
に
必
要
な
各
没
者
の
兄
弟
姉
妹
）
に
支
給
さ
れ
し
た
。
ヨ

4

苔
早
．
成
茄
が
低
良
な
南
大
品
納
税
組
合
除
夜
の
銃
に
耳
を
か
た
む
け
、
決

‘` 

.. ̀
'̀
 .. `'
`
'
‘
、
.

進
ん
で
釧
造
力
と
自
立
心
を
壺
い
音
少
年
を
よ
り
健
や
か
に
成
長
さ
種
の
施
設
を
整
備
し
て
、
明
る
い
る
も
の
で
、
昭
和
四
十
年
か
ら
支
従
っ
て
従
来
は
、
た
と
え
ば
戦
が
県
知
事
か
ら
、
入
ケ
谷
納
税
組
し
て
忘
れ
ま
い
と
思
う
気
持
ち
を

次
代
を
担
う
も
の
と
し
て
の
誇
り
せ
る
よ
う
明
る
い
家
庭
を
つ
く
る
社
会
環
境
を
つ
く
る
よ
う
つ
と
め
給
さ
れ
て
い
ま
す
．
没
者
の
父
母
が
昭
和
四
十
年
四
月
統
計
功
労
者
で
合
が
県
国
民
年
金
福
祉
協
会
理
事
固
く
引
締
め
、
心
を
澄
ま
し
て
新

を
持
ち
、
希
望
に
み
ち
て
生
活
す
こ
の
た
め
「
家
庭
の
日
」
の
運
動
る
。
従
来
は
昭
和
四
十
年
四
月
一
日
一
日
現
在
生
存
し
て
い
て
公
務
扶
群
馬
県
統
計
大
会
が
十
一
月
十
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

老
六
百
三
名
の
お
と
し
よ
り
か
出
席

人
福
祉

大
会

顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
笑
い
が
い
っ
ぱ
い

泣7
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なに 出か巡 1 しらにこ安→年的子飲多事年
いし職さけ転か ょ まれ過で全年ーにど酒＜故飲年
‘な掲な‘をけ家う酒しまし｀迎末月‘も迎なや酒末
飲いでい車しる庭゜飲ょす‘忙動年二十の転り歩迎年
酒よはよでな際で みうよ明し←始十二安のま行転蛤
巡う‘うのいには 迎゜うるいを叫日月全絶す者に 1ー
転申飲におよは‘ 転 ｀い年実民ま二を滅゜事よな
絶し酒し客う‘家 を 次お末施総で十図とそ故るり
滅合迎まに→絶族 追 の正年しく．の一るおこが悲ま
のわ転しはひ対が 放 点月始まる一日こ年で目惨す
雰せはょおとに車 し にかをすみ力かとよ県立なと
1!11を絶う酒声飲で ま 注迎無゜交月らをりでっ交｀
気行対゜を←酒出 し 意え！］tそ通問翌目とはて通例

うなめ五定度 的よ迎るクをのうを
も年る十額こが国 よ にうえとク巡方まにつ
の金こ円保れあ民

納：喜歳□歳／／園亡口届業
: ：館：月島：] ] : : : : ：：：：：；：：：］：／］：；協；需；；［口：：：］：：：：:]/ 

交

通

安
全
運

年
末
年
始
県
民
総
く
る
み

動

.J-.19 



よ
し
な
し
こ
と

十
二
月
一
一
十
日
か
ら
一
月
―
-
+

一
日
ま
で
年
末
年
始
。
交
通
安
全

運
動
が
は
じ
ま
る
。
酒
飲
運
転
の

撲
滅
、
と
し
よ
り
や
子
ど
も
を
交

通
事
故
か
ら
守
る
迎
動
で
あ
る
。

最
近
、
自
動
車
に
よ
る
交
通
事

故
が
激
培
し
、
明
和
村
で
も
十
月

中
に
学
堂
の
悲
惨
な
交
通
事
故
が

続
発
し
た
。
ま
こ
と
に
い
た
ま
し

い
限
り
で
あ
る
。

こ
こ
に
年
を
送
り
、
新
し
い
年

を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
明
和
村

か
ら
紐
牲
者
を
一
人
も
出
さ
な
い

よ
う
総
ぐ
る
み
で
防
止
に
あ
た
り

た
い
も
の
で
あ
る
。

第 1 3 6 号 村の人口

昭和48年 1 月 1 日 ー12月20日現在—

発 行 所
世帯数 1932戸

人口総数 8874人

明和村役場 男 4396人

瞬集 総務蝶 女 “78人

庶務管理係 (12月中の動き）

印刷所小林印刷所
出生 7人 死亡 4人

転入 22人 転出 13人

日
本
経
済
の
中
で
、
豊
か
な
発
致
し
人
口
の
定
形
を
は
か
っ
て
め
て
皆
さ
ん
の
こ
期
待
に
そ
う

展
を
め
ざ
す
明
和
村
は
、
新
し
ま
い
り
ま
し
た
。
幸
い
最
近
に
よ
う
努
力
す
る
決
意
で
あ
り
ま

い
時
代
に
対
応
す
ぺ
く
住
み
よ
至
っ
て
よ
う
や
く
そ
の
効
を
現
す
。

い
探
境
づ
く
り
の
推
進
を
括
調
わ
し
、
僅
か
な
が
ら
も
上
向
き
ど
う
か
村
政
に
対
す
る
皆
さ

と
し
て
地
域
開
発
、
社
会
資
本
の
姿
に
変
り
つ
つ
あ
り
ま
す
こ
ん
の
よ
り
一
府
の
ご
理
解
と
ご

の
充
実
、
交
通
安
全
、
総
合
殷
と
は
、
誠
に
喜
ば
し
い
極
み
で
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願

政
等
村
政
全
般
に
箔
実
な
伸
展
あ
り
ま
す
。
い
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
皆

を
示
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
新
年
を
迎
え
る
に
あ
さ
ん
の
こ
多
幸
を
心
か
ら
お
祈

ご
承
知
の
と
お
り
明
和
村
に
た
り
過
去
営
々
と
し
て
つ
と
め
り
申
し
あ
げ
ま
し
て
年
頭
の

r
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お
き
ま
し
て
は
、
合
併
以
来
産
て
ま
い
り
ま
し
た
、
こ
れ
ら
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
近
代
化
を
進
め
技
術
的
機
械
化
お
り
ま
す
。

昨
年
八
月
の
人
事
院
勧
告
に
も

ざ
い
ま
す
。
集
団
的
の
経
営
を
改
善
し
生
産
ま
た
村
の
開
発
に
つ
い
て
も

と
づ
き
、
国
家
公
務
旦
の
給
与
が

光
は
東
毛
よ
り
開
発
々
展
さ
性
の
向
上
、
展
業
所
得
の
伸
長
基
本
構
想
の
推
進
に
よ
っ
て
村

引
き
上
げ
ら
れ
た
の
に
伴
い
、
こ

れ
ま
す
。
待
望
の
ハ
イ
ウ
エ
ー
に
よ
る
意
欲
的
煤
業
を
推
進
し
道
整
備
、
教
育
施
設
の
充
実
、

れ
に
庄
じ
て
、
役
扮
戟
員
の
給
与

産
業
雌
発
幹
線
の
東
北
高
速
自
イ
ン
ク
ー
チ
ェ
ン
ジ
西
側
に
設
社
会
福
祉
の
向
上
、
公
共
施
設

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。
高
校
卒

動
車
道
館
林
イ
ン
ク
ー
チ
ェ
ン
匠
さ
れ
た
大
梨
送
セ
ン
ク
ー
を
の
整
備
促
進
等
、
皆
さ
ま
の
声

の
初
任
給
は
三
万
七
千
五
百
円
（

五
千
四
百
円
引
き
上
げ
）
と
な
り

第
七
回
定
例
村
議
会
が
十
一
一
月
さ
れ
る
も
の
で
す
。
ま
し
た
。
ジ
が
完
成
開
通
い
た
し
ま
し
て
姑
地
と
し
て
戻
産
物
流
通
機
構
を
基
本
と
し
て
、
誠
実
に
活
発

二
十
日
に
会
期
四
日
で
開
か
れ
ま
◆
乳
児
医
僚
夜
支
給
に
関
す
る
◆
一
般
会
計
補
正
予
箕
の
件
愈
々
産
業
開
発
、
生
活
諜
境
の
の
利
用
に
よ
り
停
滞
す
る
店
菜
な
議
会
活
動
に
よ
っ
て
村
政
に

条
例
設
定
の
件
整
備
等
、
村
の
発
展
が
急
速
に
経
済
の
、
黎
明
を
確
信
し
て
お
反
映
さ
せ
社
会
経
済
の
発
展
と

し
た
。
追
加
額
二
千
三
百
七
十
五
万
円

”
]
冑
雷
瓢
聞
麟
犀
閏
＾
品
口
議
い
初
大
郎

進
む
年
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
り
ま
す
。
生
活
水
花
の
向
上
を
図
り
明
る

う
と
す
る
た
め
に
、
こ
の
条
例
が
四
万
円
、
炭
業
用
水
路
危
険
防
止

さ
ま
と
と
も
に
、
お
喜
び
申
し
従
っ
て
村
の
基
幹
産
業
自
主
＜
豊
か
な
明
和
村
建
設
の
た
め

主
な
讃
案
の
内
容
は
次
の
と
お
設
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。
対
策
事
業
費
百
万
円
、
そ
の
他
給

あ
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
．
路
線
を
確
立
振
興
に
伴
い
牒
業
艮
善
の
努
力
を
す
る
こ
と
を
お

り
で
す
。
◆
老
人
医
僚
烈
助
成
に
関
す
る
与
改
訂
に
伴
う
不
足
分
な
ど
で
す

わ
が
国
の
産
業
政
策
、
特
に
経
済
の
伸
長
｀
購
買
力
の
増
大
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に

◆
土
地
開
発
公
社
設
立
の
件
条
例
の
一
部
改
正

♦

O
O保
会
計
補
正
予
算
の
件

地
域
開
発
を
促
進
す
る
た
め
、
主
な
改
正
点
は
、
入
院
外
の
僚
百
七
十
万
円
の
追
加
で
、
主
な
旧
に
倍
し
て
ご
指
専
ご
鞭
題
を

牒
菜
は
瓜
大
な
岐
路
に
立
た
さ
日
本
列
島
改
造
に
よ
る
エ
易
再

自
主
性
と
独
立
の
権
利
を
有
す
る
在
費
を
対
象
に
し
て
い
た
も
の
を
追
加
は
、
原
贅
給
付
費
百
二
十
一
お
願
い
申
し
上
げ
、
こ
と
し
こ

れ
て
お
り
ま
す
な
か
で
、
村
の
配
置
地
区
誘
導
地
域
の
有
利
性

公
法
人
の
事
業
団
体
と
し
て
、
住
こ
ん
ど
入
院
患
者
に
も
適
用
し
た
万
円
、
給
与
改
訂
に
よ
る
不
足
分
そ
皆
さ
ま
と
と
も
に
最
良
の
年

宅
、
エ
楊
用
地
の
造
成
を
行
な
い
こ
と
。
七
十
五
才
以
上
で
あ
っ
た
四
十
八
万
円
な
ど
で
す
。
一
牒
村
振
興
竪
備
計
画
を
推
進
す
を
活
用
し
た
工
場
誘
致
を
行
な
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
、
祈
念
い

住
宅
建
設
、
エ
揚
誘
致
の
促
進
を
も
の
を
七
十
オ
に
年
令
を
引
下
げ
そ
の
他
、
有
線
、
水
逍
、
炭
業
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
店
業
者
自
う
こ
と
に
よ
り
商
工
業
の
発
展
た
し
ま
し
て
新
年
の
ご
あ
い
さ

ら
の
変
化
展
望
に
立
っ
て
展
業
が
約
束
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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は
か
る
と
と
も
に
公
共
用
地
の
拡
た
こ
と
。
ね
た
き
り
老
人
で
六
十
共
済
な
ど
特
別
会
計
も
人
件
費
が

大
に
よ
り
、
生
活
躁
境
の
整
備
を
五
才
以
上
の
も
の
を
新
た
に
加
え
補
正
さ
れ
ま
し
た
。
道
路
の
建
設
促
進
の
件
。
石
村
讃
明
和
村
に
適
し
た
作
物
は
何
か
課
題
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
る
と
検

な
お
最
終
日
の
二
十
＝
―
-
日
に
は
員
か
ら
は
、
道
路
の
現
氾
補
装
と
需
要
の
強
い
作
物
は
何
か
、
若
い
討
し
て
お
り
ま
す
。

は
か
っ
て
、
本
村
の
発
展
と
福
祉
た
こ
と
。
更
ら
に
一
部
負
担
金
の

一
般
質
問
が
行
な
わ
れ
、
恩
田
諮
青
年
会
館
の
建
設
に
つ
い
て
、
及
人
に
・
ご
婦
人
•
お
年
寄
り
に
も
明
和
村
は
、
南
に
利
根
川
を
ひ

の
増
進
に
寄
与
す
る
目
的
で
設
立
額
か
ら
二
百
円
の
控
除
を
な
く
し

全
額
助
成
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

i
ー
・

'
,
'
,
'
,
,
.
!
9

・
，
．
，
．
，
．o

．
,
.
目
よ
り
厚
生
病
院
の
赤
字
経
営
問
び
排
水
問
題
に
つ
い
て
の
今
後
の
で
き
る
作
物
は
な
い
か
。
こ
れ
ら
か
え
、
緑
と
消
流
が
音
空
に
美
し

◆
各
種
会
計
決
立
の
認
定
の
件

村
民
の
皆
さ
ん
、
あ
け
ま
し
業
構
造
の
変
化
と
都
市
人
口
集
事
業
を
大
成
さ
せ
る
と
と
も
に
昭
和
四
十
六
年
度
各
種
会
計
決
題
が
追
求
さ
れ
、
恩
田
、
石
村
両
構
想
な
ど
、
各
股
に
わ
た
っ
て
の
を
見
つ
け
出
し
産
地
化
し
ま
し
ょ
く
映
え
る
中
を
、
東
北
縦
貨
自
動

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
中
の
あ
お
り
を
受
け
て
年
々
人
有
線
放
送
施
設
、
水
道
施
設
の
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
決
ね
状
議
員
よ
り
保
育
園
の
入
固
碁
準
と
討
論
が
行
な
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
う
。
こ
れ
が
生
産
の
再
網
成
で
す
車
道
、
東
武
鉄
逍
、
国
追
―
―
-
=
­

輝
か
し
い
昭
和
四
十
八
年
の
口
の
流
出
を
ま
ね
き
、
過
疎
化
改
修
、
そ
れ
に
公
民
館
設
股
の
況
は
一
一
面
に
掲
載
し
ま
し
た
。
迎
常
管
理
問
超
が
、
関
口
議
員
よ
村
長
や
担
当
課
長
の
答
弁
が
あ
っ
そ
し
て
、
ど
う
い
う
仕
組
で
や
っ
号
線
な
ど
が
走
り
、
交
通
と
自
然

♦

職
員
の
給
与
に
関
す
る
一
部
り
は
土
木
予
打
の
執
行
状
況
に
つ
て
正
午
過
ぎ
四
日
間
に
わ
た
っ
た
て
行
く
か
を
相
談
し
合
い
、
組
紐
環
境
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。

新
春
を
迎
え
、
皆
さ
ん
の
ピ
健
の
一
途
を
た
ど
っ
て
ま
い
り
ま
推
進
等
住
民
福
祉
の
向
上
を
図

改
正
の
件
い
て
。
泉
田
議
員
か
ら
は
、
産
業
定
例
議
会
は
閉
会
さ
れ
ま
し
た
。
を
作
っ
て
機
械
施
設
の
導
入
を
図
既
に
侵
秀
な
企
業
が
十
数
社
立

康
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
あ
げ
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
村
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
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・
地
し
て
、
人
口
も
陛
か
な
が
ら
増

ま
す
と
と
も
に
、
平
素
か
ら
の
の
発
展
は
望
め
ま
せ
ん
。
そ
こ
ま
す
。

村
政
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
支
で
村
で
は
、
道
路
網
を
竪
備
し
更
ら
に
開
発
公
社
の
設
四
を
り
、
団
地
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ

ご
協
力
を
得
て
、
炭
業
振
興
地
竪
加
し
は
じ
め
ま
し
た
。
消
費
も
伸

援
に
対
し
ま
し
て
深
く
感
防
申
地
域
開
発
を
推
進
し
、
明
る
い
い
た
し
ま
し
て
、
宅
地
の
造
成
年
初
ー
し
9
い
典
底
幸
木
の
芋
逗
九

d
ハ
）d
ワ
／
‘
備
法
に
碁
づ
く
線
引
き
を
行
な
い
う
。
び
て
商
店
の
方
は
市
街
地
に
負
け

し
あ
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
住
み
よ
い
甜
境
づ
く
り
を
行
な
や
公
営
住
宅
の
建
設
な
ど
を
推
今
年
は
、
煤
家
と
炭
協
、
関
係

そ
の
中
で
煤
家
の
宝
で
あ
り
生
産
な
い
よ
う
な
体
制
と
サ
ー
ビ
ス
に

昨
年
は
、
踊
進
め
ざ
ま
し
い
っ
て
、
公
害
の
な
い
エ
拗
を
誘
進
し
て
、
益
々
村
の
開
発
を
進
の
韮
盤
で
あ
る
低
良
牒
地
の
保
全
機
関
、
団
体
が
し
っ
か
り
ス
ク
ラ
つ
と
め
て
お
り
、
新
し
い
年
を
迎

農
業
団
地
づ
く
り
を
推
進
と
、
そ
の
利
用
計
画
お
よ
び
炭
業
ム
を
組
ん
で
、
近
代
混
業
の
確
立
え
て
本
村
の
商
工
業
も
大
き
く
飛

振
興
の
整
備
開
発
計
画
を
た
て
ま
と
煤
業
を
韮
本
と
し
た
地
域
開
発
羅
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

経
済
の
発
展
と
急
速
な
国
際
化
政
策
を
打
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
し
た
。
今
年
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
に
取
り
組
む
年
で
あ
る
と
思
い
ま
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
｀
一

を
農
家
の
皆
ざ
ん
と
、
よ
く
話
し
す
。
展
業
団
地
づ
く
り
を
推
進
し
方
で
は
屎
業
の
構
造
改
善
が
進
め

合
い
、
そ
れ
を
実
行
す
る
年
、
そ
て
、
農
家
も
商
店
も
エ
坦
も
、
そ
ら
れ
、
よ
り
良
い
甜
塊
を
残
し
な

の
進
展
に
対
応
し
て
、
国
民
経
済
そ
の
辿
域
に
適
し
た
需
要
の
強
いし

て
厄
家
一
人
一
人
が
考
え
を
新
し
て
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
も
み
ん
な
が
が
ら
殷
業
生
産
・
教
育
文
化
な
ど

の
重
要
な
部
門
で
あ
る
煤
業
が
、
炭
産
物
の
生
産
と
流
通
加
工
の
体

他
の
産
業
と
均
衝
の
と
れ
た
発
展
制
を
団
地
的
に
整
備
し
よ
う
と
す
た
に
し
て
、
新
し
い
施
策
に
そ
っ
良
く
な
る
よ
う
な
住
み
よ
い
村
づ
炭
村
地
域
の
社
会
珠
蹂
を
高
め
よ

を
す
る
た
め
に
は
、
生
産
性
の
高
る
も
の
で
、
市
町
村
に
は
悩
能
率
て
第
一
歩
を
踏
み
出
す
年
で
あ
る
く
り
と
、
豊
か
な
生
活
を
つ
く
り
う
と
す
る
努
力
が
な
さ
れ
て
お
り

い
近
代
的
な
牒
業
を
確
立
し
な
け
生
産
団
地
を
つ
く
り
、
機
械
施
設
と
思
い
ま
す
。
あ
げ
る
年
に
し
た
い
も
の
で
す
。
ま
す
。
地
域
の
開
発
は
、
住
民
す

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
の
導
入
•
生
産
組
織
の
育
成
・
基
ぺ
て
が
そ
の
恩
忠
を
受
け
ら
れ
る

は
、
股
業
の
体
質
改
善
を
進
め
る
盤
整
備
等
を
進
め
、
広
域
的
に
は
志
四
工
編
g
興
雄
叫
准
生
協
i
季
眠
今

1
が
丘
畑
く
ょ
う
に
す
る
こ
と
が
理
想
と
さ
れ

こ
と
が
箪
要
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
流
通
団
地
を
育
成
し
て
、
基
幹
混
て
お
り
、
商
工
業
も
牒
業
も
お
互
い
に
発
展
す
る
よ
う
な
姿
に
し
た

れ
に
合
わ
せ
て
需
要
の
増
大
す
る
｝
叫
・
流
通
加
工
施
設
等
を
整
備
し

屋
物
の
生
産
体
制
を
整
備
し
て
て
生
産
体
制
と
腹
村
瑶
境
と
を
総
細

5
和
の
と
れ
た
村
の
発
展
ぃ
い
麟
叩
を
迎
え
、
ぼ
の
高

塁
業
生
産
の
再
紺
成
を
図
る
こ
と
合
的
に
整
備
し
、
新
し
い
設
業
の
い
濶
和
の
と
れ
た
翌
か
な
村
づ
く

が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
道
を
ひ
ら
い
て
行
こ
う
と
す
る
構
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
て
の
総
合
的
な
改
善
と
雌
全
な
発
展
り
に
、
発
足
一
一
年
目
を
迎
え
た
明

そ
こ
で
、
国
で
は
昨
年
「
混
業
想
で
す
。
商
工
振
興
を
中
心
と
し
た
開
発
の
を
図
る
た
め
昨
年
九
月
、
商
工
振
和
村
商
工
振
興
推
進
協
議
会
の
活

団
地
育
成
対
策
」
と
い
う
新
し
い
明
和
村
で
も
、
昨
年
皆
さ
ま
の
基
本
的
事
項
を
協
議
し
、
商
工
業
興
推
進
協
議
会
が
発
足
し
現
況
と
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

明
和
村
長

小
松
原
誠
司

新
年
の
こ
あ
い
さ
つ

賀 正

第
七
回
定
例
村
議
会

土
地
開
発
公
社
を
設
立

4
6年
度
各
種
会
計
決
算
な
ど
も
認
定

> 
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に万億ま顧税ーり・たな交す・ はの八十決
対円二たにの％‘二ださ付が五歳図黒十六箕昭
しは千‘なーを全倍くんさ‘％入表字六万は和—今
て‘五収っ面占体に村かれ一のは一決万円‘四
収予百入て・めのないらる番伸‘の口円‘歳十
入ヰ五済い六次五つ税納地多び昨とにで歳入六粘t
割現十額ま％に四てのめ方いと年おな‘出三年
合額六三すの村•お二て交のなとりり八三は度ム

口］］：言［
す現う位一
と在かの世
図の゜村帯
表人昭税当
三口和をり
のか四納‘
とら十め一
おひ六•て人
りる年い当
でつーるり
すて月で‘
゜みーしと
ま日ょの

］言［I員言昌鳳：□]［青］

｀口

昭和46年度一般会計決算（図表 1)

議会費 3.5%
1,125万円

商工費 390万円
1.2% 

地方交付税

17,609万円

54. 1% 

昭
和
四
十
六
年
度
決
算

繰越金
1,064万円 3.3%

債費790万円
2.5% 

歳出 31,986万円

... 
••• 9.9 

A • • 

各
種
会
計
と
も
黒
字
の
健
全
財
政

国

保

会

計

特
別
会
計

女子バレーポール大会

新里が優勝 11チーム参加

坂
上
千
枝
子

9し
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よ
し
な
し
ご
と

「
上
の
欲
す
る
と
こ
ろ
下
こ
れ
に

習
う
。
」
と
古
語
に
あ
る
。
佐
藤

一
斎
の
獄
職
心
得
箇
条
に
「
風
儀

は
上
よ
り
起
る
も
の
な
り
。
人
を

猜
疑
し
、
か
げ
事
を
発
き
、
た
と

え
ば
、
誰
に
表
面
斯
様
に
申
せ
共

内
心
は
斯
様
よ
り
な
ど
堀
り
出
す

習
は
甚
だ
し
い
、
上
に
こ
の
風
あ

ら
ば
下
心
共
の
習
と
な
り
と
人
に

癖
を
持
つ
。
」
上
に
立
つ
も
の
に

表
裏
の
行
為
が
あ
る
掛
合
、
下
こ

れ
に
な
ら
っ
て
明
朗
性
を
失
い
。

上
に
立
つ
も
の
が
セ
ク
ト
的
で
公

訂
丘
覧
ぶ
蹂
只
註

の
の
反
省
す
ぺ
き
言
葉
で
あ
る
。

雙ど 9 手。夏［を ~I~~;詞交；
K 5 竺 5 ；盃合す・贋翡デ門共 か故いぅ 通 l
事交たい原意‘ 舞で四見済館りはにと交不 災 I
毘甕合；翌農斎 象日ば闘ば；閉象ぢ扉慮 牢；
い害のしなた事 支四件を村楽゜増か全故 i::, = 
つ共たいつま故 払十゜支組交 加わ国をの : 
ど済め事てしは ら万本払合通 すら民な 共 I
合デは魯ぢ品ゎ‘ E 旱慧；品晶 合孟贔；震 沼 l
全死 後申二会部込 込で昭 のごかぁ l—, 
治亡共は込十烈複内各加みの和昭事家つな しこ
六し済役み八四写兼家入を交四和故族てた 力0 『
月た見掲く日百ツ会庭申受通十四にく．＜ゃ備i : 
以と舞でだま五に員に込付災九十備るるこ ~ ）、：

ぉき含爵哀百宵虞竺需ぢ忍嚢竺公;名t‘塁え を＇
1ナ け゜隣を事会さ方ま済月四し加しのよ ; 
が ま三組添項貝れ法すの三月ょ入れ身 , 
五 す月をえを台たは゜加十一うしまに う ; 

十十 ゜ー通て記帳会 入一日°‘せふ ! 
万万 日じ＝入と目 の日か不んり
円円 以て月し二申 申まら 慮°か 目 信号機のある交差点の横断のしかたを練習する児童

: 
四三ニ ーに 一全全全全全全i少令が校 をの良つてれし日交
‘‘‘なはき故捉役に自事故‘お次共月治治治治治治；年し立参で少 ー ：こ傾話いけ＇村まて小通東

印畠届；は手扇罪農虐畠魯畠g g ［覧百五月肩屑骨i娑晶覧門中、需： 少 l~~:~ fi ~r 唇 r; 魯盆＄
鑑証のす級°書る備交及明書署くの舞の間以以以以以iをしはて学春 ；通い‘な通い→゜通村が校

診ツ五こにこ付通ぴ困又でだを金け以上上上上上：社た→挙二式 も ；公ま児っ事交交 公長での

眉 両盆変亡g霊儡羹悶胄哀g品が上存げ合存存 I 魯中、塁g盟竺で年 l 唇に四了塁應唇 眉晶ぎg
で合るよ通の機行のす゜の求 ががががが目一学上れ百月な、 ，、゜園だお 1 園 き係ーに
打のこり事揚付さ写る うは ！員二のま四三 i百 児さこルを が者月こ
切見と交故合自れ＾交 え 五 ーニ三四五：と年資し十日＼ヽft I 八 達いさを利 行が二の
り餌が通届は転な交通 役 千 万万万万万 9 し生任た六中 ；十 は←な身用 な出十ほ
と金で事を‘車い通事 垢 円 円円円円円 ての年゜名学の ；万 耳といにし わ席六ど

じ忍‘塁皐しこ占こ ましき畠含しそ~t羮昌甚竺言t全魯式＄皇晶眉t三 春 1 盆点危一面覧四眉蓋含況gりヽ〗とさgし克閂活交隅六べのしの交たいと命＜‘三自 し人歩はなめ長はでい提覚と i校すけ般違もは゜・て｀機交と‘って断横つ
躍通入百ッ指たほ通＇まのをるたつ分社こ責とを自けにの国すうでとし‘ ’へ゜るのわい間最園い自の通交館そい機断＜
が事し C 卜導゜と指来し式大こく目の会れ任な踏此れは→歌゜ねあ資 、 ：連利よみなた遅初児ね転あ教通林くま・歩ら期故た C コ車 交導行た辞切とまは方にはをるみ゜ば‘立斉 らる任 1 云,1 絡用うなくがっは達い車る室指警‘す警道れ
塁名g : ；は 爵車t°に与； K 悶嬰品麿g店を；令努嬰磨 悶畠t転 I とよ晶；存；存芦竺届娑斎倫置喜ら゜塁如冨
g岳手玉：＜児 塁門示 馨をg，と、こ゜貫ご器こに頁誌喜言甚を g溢危機 I~ 忘且じで危忍孟胄累含磨芸品g盆 茎四品
すた゜十＾乗 を 松 深とたかれ決る性つ自識人んを人‘ わ調‘つ） ；さは‘利たん児なんあ乗横ま荘まを が踏．
゜め本八排り 賂 原 くで自らは定よを目己あへ゜目に奈 れし成 ；ぃ、開用゜阻箪くめりり断しにわ利 備切交
大村万気の 入 村 聞あ分だ美すう生はのるの一標な良 たよ人iナ ；゜東放い れ・‘い‘方のたより用 えり差

に検身 なで月こ意ま火すも燥機く り二次三り一七 春式する村長をこ表い長i出動故
務至のこわ春＝でしすに゜‘し会発こま月に月ま偲十昭 2 のを゜よ民さ代としてらi動はを
め行まのれの十火なかなま火てが生のすの四がす六ー和 終←うのん表ばて‘五；し‘は
まなわ運ま全八災けらりた災い多すよ゜百月最゜千件四月火りとに皆やしが‘先人；て昨じ
しいり動す国日のれ‘や‘にてくるう ーのもこ万の十 28 災まカーさ先てあ栗苗の；お年め 載用救器 て者卜十ジ救 を分で

；人畠畠゜炎念喜悶竺！、決含万し、畠苔 ぢ喜多g闊袋乱日予と夜畠ぢ際嘉り、房盆塁 I り、元魯否え房羹マ、魯ぶ塁多さ丘魯品屡包は箕
゜災域会 予三期りそ季風やっかは月 顧件百月灰が中／防 。答命ごた伸最昌学が；今間なでてほ薬ジはすはウ C ｀と救さ救こ地
発ぐに 防月にまう節にすとも‘に と‘三別と発県 3 運 辞に期を明後君三あi後でとはいと品ッ‘゜四ンの三い急れ急の区
生るも 述十あせ防でよいし空火火 な続十にな生内月動 が頑待は君にの年り；も七の‘まんなク酸 人車卜千っ車ま車ほ消
のみう 励三たん火もっかた気を災 つい二見つしで あ張にじの立激生‘i培十救交すどどギ素 とでヨ八てはし＾ど防
防の一 か日り゜にあてら火が使が てて件るて‘九 10 つり応め→春励をつ＇え二急通゜が救プ吸 な｀ぺ百エ A t-写明組
止点度 行ま二そ注り大でで乾う多 お十‘とお十百日 てまえ‘村者の代づ る回出事 栢急ス入 っ患ッ七ン型コg和合

□]i]冑言言］［言冑ま感長松 まが研 可致画四 でんと解共法れ組科 か済 曲 し局が群 2 1 • 

k 息ば骨醤とゼ蹂且門合月芯雇丸立名塵悶芯哀魯届閲g詈元 箋［ た竺二蓋 群 べ旦目、息器ぢ馨：塁有、喜危畠習ば塁儡
°爵忌且厚゜喜癸儡t魯店臣； 覧箔ヽ悶窟与象と翌贋t魯ょ清共 一月庁 馬 く標箔のまなすと線車し、関手・分・
もく含ぷ俊 h ご偲だ古ぃ、芸品 怠g 1ミ霰晶五督な五゜腐日、算［か奇 ニ―古癸ぉ県 晶塁佗旦因おま。夏塁言忘五原魯応変＇

孟召界 9 ：辰旦 塁｛息百 貫i 9 亙図 [9 忍ヽ蕊 襄g胃雙 息畜、黛竺［ 区筐： ：忍：直煽脊ま゜：芍皇胄嵐
含畠塁と は足ど ＄魯靡閾 ; ；且t旱［ tI苫鷹 急呈会お ［塁馨せ 心妥［巌畠竺§箆：は ［き［息空
れと議 IJヽ りシは り一計和 のす人た日てわ後が 開共 ま三号 ｷｷ お問 に｀なはな急 な医搬の・

gね臼：塁間尼塁百焦哀叱笑疑苫畠哀姦活節す。寄g ：マ云gが芦g節 福は内、鬼は外 点姦呂畠喜二な食だ図こ
もとれ自マすてるまて人こを←豆いいを‘分 時いうとのに寒とこ分：·······….^^………······:．．ヽ•…-···……··

叫訃鳳叫冑冑冑叫叫髯饂冒1]]言

村の人口

ー2 月 1 日現在—

世帯数 1931戸

人口総数 8861人

男 4389人

女 4472人

(1 月中の動き）

出生 13人 死亡 9人

転入 20人 転出 32人

麗il層m朧
•. 
父

通
公

園

開

き

事
故
追
放
と
さ
つ
そ
く
交
通
指
導
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1
8オ
未
満
3

人
以
上
で
三
番
目
以
降
の

年
令
が
1
0オ
未
滴
て
あ
れ
ば
支
給
対
象

報

童六具オ対令数育十し三し以ー以従斑か受六日
ぢスし塑日佃年 ，のオ体未象がえし八た十た降人上来手らけ十か児
•i↑て戸かの々 名iい・的満に十ててオ児八゜にが投は当そて五ら童

、る十なでなオ三い未童年四出昭育十ののい名発手届なスニキカ、 指i家オ例あり未番る満ま四月生和し八範支まが足当

l Ilt-伍だゑ合声鼻笞ぞ 息：いこ霞』：詈言且匿色詈：嘉詈讐貞言i開
" ---.... :1::;~ !心昌言：：す。醤靡：且；胃喜；準備体操をするスキー教室参加者 者達のに四絶 き；り‘‘開る゜加四六 」こ拡う受り七て三児

はし名わ名好キ iぁ早•練始舞 し日回 大しけニオい千買
ホ歌げら てジりま上者りなな‘ま指けをの ダ） ；げい習゜う てに上 さてら人・ま円が

1 を‘はスいュ‘で級はまりど斜し導て招コ l i‘手を力形 役‘毛小 毛れ児れで四すの支
ご竺克嘉了［了眉足百了 k こ、裂目竺且悶ぎ；．教 き：怠且雙／；嘉 農輩；学 力を靡手奈因力：塁房
ぽノ互＄『も竺i ［否； ；ャ農゜臼 9 -；息： ；翠ノ：室畠 邑！臼 99 g, ：生 ）レ［塁゜閾摩四 9 召
スま論きて がいにJレニ中＜うゲ起き‘中゜ ；でJV たあで れ三が愁］ 夕 り給 窟対日支な
なたやあか いななンヤ級なにンのめ各級講 ；いク選げ競 ま十一 Fi x ‘範 手象か給り

しか三 る目堤財の りれ期ー Jど；梅④と ま雰のおっー ヘり 統詔本児新

紅犀覧互得汀合塁悶靡和計閲闊農課 固塁f I 原男ぢ｝忍と嬰哀ぶtぞ了 会老t~手蓋誓靡 E
はし後時十期が対‘たも四゜ら係定村 笈：にて；二子でク゜のたぎで ずた‘ま求月当支
縦土五間日間でし固しあ十 な者資長 秒i な楽；位 す大 うがてし名i ねらわせやまの給
屁翻時はまはき‘定かり八 いの産は ム 贅t りしi ▲゜会 ち‘おた ＜面かて‘で拡要

だ接らく額に大件

彗で贋肩す魯靡盃ら百亡fき魯包帳 のに玉：畠袋器羹嬰：ほ加 哀五芸§塁醤；は
い午 時 一 申価等際評 な供帳ょ縦

三 日 出審が自価 っさをり

い屁れ十 Ill1 虹し挙現溶]]]□日l j::I、)::百丘直所I 農ぽSE り靡勺＂： 納 羞が喜息晶靡累息しき ・｀慎 _ 斗品女閾
]塁匿詈目が畠品品 99 塁閥 讐夏 税 〗蘊食暑；塁：〖 二 塁：‘-一
懇〗 9>ili>:̀] 9> 関 9 : t晶喜 [9[ 9 戸璧f: 9 ; ［閃え全は］品翌：器瓜雙： ：已全 面 霜': g芸；乱息 ぢ貪 木目 嬰四゜霰氣盛竺塁 。まが戦参かな日が毛郡ツ好＾位 ―子一 位
地営談いのけのらまも 談 成七と上三背関彰 せ入を加らわ‘ーカこ江新箪伍位矢

ま税るる こ対務こなは まないい i- ---•i 
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よ
し
な
し
ご
と

W
H
0
の
憲
章
で
健
康
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。

「
健
康
と
は
、
単
に
病
気
と
虚
弱

が
存
在
し
な
い
と
言
う
だ
け
で
な

く
、
そ
の
人
の
肉
体
的
、
精
神
的

社
会
的
に
快
的
な
状
態
に
あ
る
こ

と
だ
。
」
と
、
こ
の
定
義
か
ら
す

る
と
、
完
全
な
健
康
と
い
う
も
の

は
、
実
際
に
は
仲
々
望
め
な
い
も

の
で
、
特
に
現
代
の
よ
う
に
公
害

が
生
活
や
身
体
に
ま
で
し
の
ぴ
よ

っ
て
健
康
を
む
し
ば
む
世
の
中
で

は
一
人
と
し
て
鎚
康
な
人
は
存
在

し
な
い
。
私
ど
も
は
永
く
幸
福
に

生
き
ぬ
く
斑
税
を
作
り
、
一
人
一

人
が
健
康
を
と
り
も
と
す
世
の
中

に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

第 1 3 8 号 村の人口

昭和48年 3 月 10 日 ー 3 月 1 日現在—

発 行所
世帯数 1934戸

人口総数 8853人

明和村役場 男 4386人

編集総務謀 女 4467人

庶務管理係 (2 月中の動き）

印刷所小林印刷所
出生 8 人 死亡 9人
転入 18人 転出 25人

お
か
あ
さ
ん
に
か
わ
つ
て
保
育

Jり

ま
し
た
。
入
圃
基
準
に
よ
り
検
討
、
ま
た
、
，
事
前
＇
ン
初
内
閣
総
理
大
臣
知
事
か
ら
社
長
の
森
田
堕
雄
さ
ん

g
減
。

し
た
結
果
九
十
名
の
児
童
に
対
し
売
渡
申
込
限
度
数

3
0
9
6

生
か
ら
大
幸
化
成
株
に
褒
状
が
わ
た
さ
れ
ま
し
た
。
琴
ナ
節
応
の
紅
叩
萌
g

度
増

入
園
許
可
を
決
定
し
ま
し
た
。
数
は
に
つ
い
て
限
ー
刈
門
賞

4
U
式
会
社
に
紺
綬
褒
大
幸
化
成
株
式
会
社
は
、
昨
年
三
月
で
す
。
官
庁
や
会
社
の
年

0

章
の
通
知
が
あ
り
村
内
の
各
小
中
学
校
は
じ
め
、
役
度
末
、
学
校
の
学
年
末
で
す
。
サ

は
、
政
府
買
入
込
年

2

渡

1
|

—
受
式
こ
の
伝
達
式
が
二
均
｀
消
防
分
署
、
大
佐
貫
の
子
供
ラ
リ
ー
マ
ン
の
か
た
も
、
家
庭
を

9
,

マ
イ
ク
ロ
実
紹
を
基
礎
と
申
前
2
,

し
、
生
産
調
整
売
卜
，
如

パ
ス
で
送
迎
惰
、
自
由
流
前
年

0
5
2
9
6
0

を
株
月
十
六
日
煤
庁
で
会
な
ど
合
せ
て
百
十
万
円
を
寄
付
あ
ず
か
る
主
婦
の
か
た
も
、
い
そ

事
本
文
行
な
わ
れ
、
神
田
し
、
公
共
の
福
祉
に
大
へ
ん
寄
与
が
し
さ
は
ふ
だ
ん
の
倍
に
も
感
じ

村
民
の
要
望
て
あ
っ
た
保
百
園
]
こ
]
出
｀
｀

E
l
□日
｀
｀
p
／
]
-
い
]
臼
塁

6
[口
.
i
亨99
A
·
[

』□[
[
1
1

叩
I`
v
団

□
[
『
]
二
[
[
エ
[
]
]
]
]
言
自
:
車
]
、
間
ロ
ロ
ロ
[

戸
議
会
に
は
か
り
、
目
標
数
毘
を
個

4
月

3
0日
ま
で
点
火
時
期
調
整
エ
ー
ブ
リ
ル
フ
ー
ル

定
に
役
立
て
る
た
め
に
で
き

た
も
の
で
す
。
限
で
は
、
二
月
十
九
日
、
前
栢
作
休
耕
の
実
態
、
稲
作
特
化
の
程
人
別
に
計
算
し
て
お
願
い
す
る
計
自
動
車
の
排
出
ガ
ス
に
よ
る
＾
ム
を
減
少
さ
せ
る
た
め
自
動
車
の
使
四
月
言
口
、
こ
の
日
は
一
年
に

保
育
固
に
は
、
固
長
さ
ん
の
県
共
済
会
館
で
四
十
八
年
度
の
度
等
を
考
限
し
、
昨
年
と
同
じ
方
画
で
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
害
が
大
き
な
社
会
問
姐
と
な
っ
て
用
者
に
義
務
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
一
度
だ
け
大
っ
び
ら
に
ウ
ソ
が
い

保
母
さ
ん
、
調
狸
士
さ
ん
、
米
生
産
調
整
お
よ
び
稲
作
転
換
対
法
で
配
分
し
た
も
の
で
、
明
和
村
煤
家
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
い
る
現
在
、
こ
れ
を
減
少
さ
せ
て
す
か
ら
呈
寄
り
の
自
動
車
整
備
工
え
る
日
。
人
を
か
つ
い
で
お
も
し

そ
の
他
事
務
な
ど
を
す
る
人
策
に
関
す
る
市
町
村
長
会
議
を
開
の
目
標
数
凪
は
四
六
六
ト
ン
で
す
願
い
し
ま
す
。
住
み
よ
い
環
境
を
保
っ
た
め
、
現
楊
な
ど
で
調
整
し
、
ス
テ
，
ヵ
ー
る
が
る
日
と
さ
れ
て
、
い
た
ず
ら

が
お
り
ま
す
。
催
し
、
群
馬
県
に
割
り
当
て
ら
れ
に
街
を
走
行
し
て
い
る
ガ
ソ
リ
ン
を
貼
っ
て
述
行
し
て
く
だ
さ
い
。
好
き
の
人
は
待
っ
て
い
ま
す
。
ふ

怠
で
き
る
児
窟
は
、
児
た
二
四
、
五
0
0

ト
ン
（
昨
年
と
除
i
睦
f
母
い
挙
函
ム
云
又
は
液
化
石
油
ガ
ス
を
燃
料
と
す
も
し
、
こ
れ
を
怠
っ
て
迎
行
し
だ
ん
あ
ま
り
ュ
ー
モ
ア
の
た
り
な

童
福
祉
法
に
定
め
ら
れ
て
い
同
じ
）
の
市
町
村
別
目
標
数
且
を
る
自
動
車
（
乗
用
車
・
ト
ラ
ソ
ク
て
い
ま
す
と
故
即
車
を
迎
転
し
た
い
職
勘
や
家
庭
に
、
あ
か
る
い
笑

る
保
育
に
欠
け
て
る
児
童
と
示
し
協
力
を
要
請
し
ま
し
た
。
[
•
ラ
イ
ト
パ
ン
・
パ
ス
お
よ
び
軽
も
の
と
み
な
さ
れ
処
澗
さ
れ
る
こ
い
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
い
か
が
で
し

い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
目
標
数
足
の
配
分
に
つ
い
て
は
峠

2
卯
四
暉
t
の
必
g
与
J
な
ど
引
上
げ
―
―
-
、
四
輪
自
動
車
な
ど
）
は
従
来
と
が
あ
り
ま
す
。
ょ
う
。

■

'
,
'
，
＇
：
農
業
生
産
の
地
域
指
標
と
政
府
買
の
一
酸
化
炭
素
の
調
整
以
外
に
昭
な
お
、
調
整
の
期
限
ま
ぎ
わ
に
ゥ
ソ
は
、
か
つ
が
れ
た
人
も
た

完
成
し
た
保
育
園
入
実
紹
を
括
雄
と
し
、
こ
れ
に
転
第
一
回
臨
時
村
議
会
が
二
月
九
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
す
。
和
四
十
八
年
四
月
三
十
日
ま
で
に
な
り
ま
す
と
自
動
車
整
備
工
掲
な
の
し
く
笑
っ
て
す
ま
せ
る
も
の
に

―
―
―
―
●
●
-
―
―
―
―
●
●
―
―

·
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●
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＿
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＿
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●
●
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●
●
-
m
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―
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―
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●
●
―
―
―
―
←
●
●
一
―
―
―
一
●
●
一
目
・
・
三
一
一
●
●
＝
―
-
ー
●
●
ー
ー
―
"
●
●
-
―
―
―
―
●
●
―
―
―
―
―
●
●
一
三
一
●
●
―
―
―
―
ー
・
・
巨
一
●
●
ー
―
―
―
ー
・
・
_
•
日
に
会
期
一
日
で
開
か
れ
、
提
出
◎
条
例
の
設
定
二
件
は
、
保
育
「
エ
ン
ジ
ン
の
点
火
時
期
の
調
竪
ど
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
し
た
い
も
の
で
す
。
人
を
か
つ
ぐ

て
｀
啓
発
と
話
し
合
を
行
な
っ
た
さ
れ
た
議
案
は
、
条
例
の
一
部
改
國
の
管
理
運
営
等
で
、
保
育
國
」
を
し
な
け
れ
ば
運
行
で
き
な
く
お
早
め
に
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。
や
り
方
も
、
そ
の
人
の
セ
ン
ス
か

有
線
放
送
自
動
化
見
送
り
が
、
全
目
の
笠
成
は
得
ら
れ
ま
せ
正
案
三
件
と
条
例
の
設
定
案
一
一
件
の
位
骰
、
名
称
、
保
育
料
の
徴
な
り
ま
し
た
。
ま
た
昭
和
四
十
九
年
に
な
り
ま
問
坦
で
、
深
刻
な
も
の
や
、
あ
と

ん
で
し
た
。
そ
こ
で
村
で
は
議
会
の
計
五
案
件
で
、
い
ず
れ
も
原
案
収
方
法
な
ど
を
条
文
化
し
た
も
こ
れ
は
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
な
と
す
と
自
動
車
排
出
ガ
ス
減
少
装
四
ぁ
と
シ
コ
リ
が
残
る
よ
う
な
も
の

施
設
は
現
状
維
持
と
も
協
議
し
て
二
月
十
三
日
、
自
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
の
で
す
。
の
原
因
に
な
る
有
害
な
排
出
ガ
ス
の
備
付
け
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
か
つ
が
れ
た

動
化
問
姐
に
つ
い
て
の
区
長
会
を
◎
条
例
の
一
部
改
正
の
三
件
は
ま
す
の
で
、
そ
の
時
期
に
な
り
ま
人
に
、
瞬
聞
ハ
ッ
と
さ
せ
る
く
ら

村
で
は
有
線
放
送
の
自
動
化
を
問
し
、
答
申
を
も
と
め
ま
し
た
。
開
い
て
、
自
動
化
の
で
き
な
い
い
常
勁
特
別
職
お
よ
び
非
常
勁
特
臨
g
油
伍
刹
ば
用
し
て
ハ
ウ
ス
の
加
温

m丘
い
厄
り
”
]
”

□]
悶
で
装
い
の
軽
い
も
の
と
か
、
数
分
後
に

お
し
進
め
て
き
た
が
、
部
落
座
談
答
申
を
も
と
め
ら
れ
た
委
且
会
き
さ
つ
を
村
長
が
説
明
し
、
自
動
別
職
の
給
与
等
を
引
き
上
げ
た
あ
あ
そ
う
だ
っ
た
の
か
と
思
わ
せ

く
わ
し
い
こ
と
は
群
馬
県
陸
迎

会
や
有
線
放
送
運
営
委
員
会
の
答
は
、
二
月
五
日
に
委
員
会
を
開
い
化
に
つ
い
て
大
変
お
骨
折
り
を
い
も
の
で
す
。
る
程
度
が
エ
ー
プ
リ
ル
フ

1

J
V
の

ハ
ウ
ス
裁
培
で
名
の
知
ら
れ
て
係
者
、
そ
れ
に
本
村
か
ら
も
た
く
事
務
所
堅
備
課
（
前
辟
六
―

|
0

申
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
考
慮
し
て
、
自
て
、
自
動
化
の
問
屈
に
つ
い
て
協
た
だ
い
た
区
長
さ
ん
方
に
対
し
、
こ
れ
は
、
人
事
院
の
勧
告
に
お
も
し
ろ
さ
で
、
だ
ま
さ
れ
た
人

い
る
南
大
島
の
栗
原
利
夫
さ
ん
の
さ
ん
見
学
に
行
き
ま
し
た
。

0
0
三
）
ま
た
は
自
動
車
整
備
工

動
化
を
見
送
る
こ
と
に
な
り
、
有
議
し
、
こ
の
結
果
を
村
長
に
答
申
お
わ
び
と
感
謝
の
こ
と
ば
を
の
べ
も
と
づ
き
、
一
般
職
の
給
与
等
ハ
ウ
ス
で
、
廃
油
利
用
に
よ
る
無
揚
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
が
「
四
月
烏
距
」
で
す
。

線
放
送
施
設
は
約
五
百
六
十
八
万
し
ま
し
た
。
ま
し
た
。
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
の
に
準
じ
公
害
ハ
ウ
ス
の
装
監
(
i

-
7
3ぷ今
年
の
入
学
者
ェ
ー
プ
リ
ル
フ
ー
ル
の
起
園
に

円
を
か
け
て
一
部
補
修
を
施
し
現
つ
い
て
は
い
ろ
い
る
説
が
あ
る
よ

状
推
持
で
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
答
申
の
内
容
下
江
黒
区
長
と
村
選
管
表
彰
写
真
）
の
展
示
が
一
一
月
ー
一
文
こ
と
し
入
学
す
る
小
、
中
学
校
う
で
す
が
、
一
香
ほ
ん
と
う
ら
し

：
．
『
·
`
お
よ
び
幼
稚
園
の
児
窟
生
徒
数
は

ま
し
た
。
「
さ
き
に
、
村
は
加
入
者
に
対
し
二
十
六
日
、
全
国
臣
作
ー
ク
＂
ー
、
次
の
と
お
り
で
す
。
い
の
は
イ
ン
ド
だ
と
い
わ
れ
て
い

有
線
放
送
の
自
動
化
に
つ
い
て
十
分
啓
発
す
る
よ
う
も
と
め
た
と
県
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
業
安
全
協
会
の
主
催
で
t
"
‘
}
◎
幼
稚
湖
入
揺
者
ま
す
。
一
年
中
、
修
業
に
打
ち
こ

村
で
は
、
昨
年
八
月
か
ら
九
月
に
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
、
全
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
・
｛
i
男
女
計
ん
で
い
る
イ
ン
ド
の
仰
が
、

1
1
r
­

か
け
て
部
落
座
談
会
を
開
き
、
み
部
落
の
賛
成
か
勾
ら
れ
な
か
っ
た
昨
年
十
二
月
に
行
な
わ
れ
た
衆
の
展
淵
に
卒
先
協
力
さ
れ
、
部
落
こ
の
装
骰
は
、
ハ
ウ
ヘ
東
部
―
ニ
―
1
0
四
一
ろ
の
つ
ら
い
修
業
の
う
さ
ば
ら
し

ー
―
一
―

な
さ
ん
の
窟
見
を
聞
き
ま
し
た
。
こ
と
は
、
遺
憾
で
あ
る
。
議
院
議
目
選
挙
の
表
彰
式
が
一
一
月
第
一
位
の
立
派
な
投
票
成
紅
を
あ
f
中
部
一
六
二
三
三
九
に
、
こ
の
日
だ
け
ウ
ソ
を
つ
き
あ

ス
内
加
温
の
騒
音
を
無

十
四
部
落
は
ほ
ぼ
笠
成
し
ま
し
た
今
後
、
村
は
自
動
化
に
貸
成
し
二
十
一
日
、
前
栂
の
県
民
会
館
で
げ
表
彰
さ
れ
た
も
の
。
·
i
西
部
二
六
―
―
七
五
一
―
一
っ
て
ス
ト
レ
ス
の
解
酒
し
た
と
い

が
、
一
部
落
と
一
部
落
の
一
部
が
た
部
落
の
意
志
を
十
分
尊
重
し
、
行
な
わ
れ
、
下
江
黒
区
長
（
照
内
ま
た
本
村
の
選
挙
管
理
委
目
会

V

し
、
廃
油
を
利
用
し
-
=
i
◎
小
学
澤
入
学
者
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
が
十
J
ハ
世
紀

て
、
廃
油
焼
却
ポ
イ
ラ
り
女
計

反
対
し
ま
し
た
。
村
で
は
こ
の
反
啓
発
と
話
し
合
い
に
、
さ
ら
に
努
福
太
郎
）
と
本
村
の
選
挙
管
理
委
は
、
一
致
協
力
し
て
選
挙
の
適
正
に
フ
ラ
ン
ス
ヘ
、
十
七
世
紀
に
イ

ー
に
よ
る
温
水
加
混
し
東
小
一
六
―
―
二
七

対
の
部
落
に
再
度
、
話
し
合
い
や
力
を
誼
ね
長
期
的
展
望
に
立
っ
て
目
会
が
県
選
挙
管
理
委
国
会
か
ら
な
管
理
と
明
る
＜
正
し
い
選
挙
の
西
小
二
四
―
―

1
0

五
四
ギ
リ
ス
ヘ
、
わ
が
国
に
伝
え
ら
れ

啓
発
を
行
な
っ
た
が
技
成
さ
れ
ま
政
治
的
判
断
に
よ
り
善
処
さ
れ
る
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
推
進
に
努
め
ら
れ
、
県
内
一
位
の
て
、
椙
度
及
び
湿
度
を
◎
巾
学
校
入
学
者
た
の
は
明
治
一
平
＇
年
四
月
ニ
ト
四

せ
ん
で
し
た
。
村
長
は
、
こ
の
問
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
．
」
福
太
郎
さ
ん
は
、
明
る
＜
正
し
優
秀
な
成
紐
あ
げ
表
彰
さ
れ
た
も
調
整
す
る
も
の
で
、
混
男
女
計
日
の
新
闘
に
解
説
品
市
で
載
っ
た

組
を
有
線
放
送
運
営
委
旦
会
に
諮
村
で
は
、
こ
の
答
申
に
基
づ
い
い
選
挙
推
進
と
投
栗
総
参
加
述
動
の
で
す
、
林
省
の
係
官
、
原
の
関
明
中
六
二
六

0

ー
ニ
―
一
の
が
始
ま
り
だ
そ
う
で
す
。
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ウ
ン
カ
の
春
季
発
生
を
撲
滅

農
薬
空
中
散
布
実
施

稲
作
病
害
虫
防
除
の
一
閑
と
し

て
、
本
年
も
、
春
季
牒
薬
空
中
散

布
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。米

牛
庄
閥
挫
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
の
増
加
、
宅
地
化
な
ど
防
除
閃

境
悪
化
の
折
で
は
あ
り
ま
す
が
｀

う
ま
い
米
増
産
の
た
め
稲
作
の
大

敵
ヒ
メ
ト
ピ
ウ
ン
カ
の
春
季
発
生

を
揆
滅
す
る
た
め
に
、
一
二
月
二
十

九
日
か
？
―
-
十
一
日
の
三
日
間
の

予
定
で
、
村
全
域
を
散
布
い
た
し

ま
す
。
み
な
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し

く
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

全国 1 位（香琴ご」

福島和美さん

明
る
＜
正
し
さ
ん
が
全
国
一
位
｀
一
一
年
生
の
奈

い
選
挙
啓
発
宣
良
浩
美
さ
ん
が
佳
作
に
選
ば
れ
、

伝
ポ
ス
ク
ー
コ
防
れ
の
栄
営
に
輝
き
ま
し
た
。

ン
ク
l

f
V
で
、
岱
査
の
概
評
し
た
東
京
芸
術
大

東
小
学
校
一
年
学
助
教
授
の
高
田
正
二
郎
さ
ん
は

生
の
福
島
和
芙
和
美
さ
ん
の
作
品
を
「
白
パ
ラ
を

三
月
二
十
九
日
か
ら

三
月
l
l
＿
十
一
日
ま
で

3
、
家
畜
に
対
す
る
注
意
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
揚
で
国
民
年
金
印
紙
を
買
い
求
め
勺
―
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イ
、
馨
、
豚
舎
、
牛
舎
な
ど
な
く
な
り
ま
す
か
ら
、
必
ず
納
期
こ
れ
を
国
民
年
金
手
帳
に
は
り
つ
一
危
険
物
を
収
集
料
等
の
空
袋
に
つ
め
て
十
字
に
た
ら
、
医
扱
機
関
等
に
、
あ
づ
i

に
つ
い
て
は
ピ
ニ
ー
J
V
な
ど
限
ま
で
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
け
、
村
長
の
検
認
印
を
押
し
て
も
田
し
ば
っ
て
、
前
回
収
集
し
た
揚
け
て
あ
る
被
保
険
者
証
は
、
受
i

を
張
り
薬
の
入
ら
な
い
よ
う
保
険
料
を
納
め
る
方
法
は
、
役
ら
い
ま
す
。
i
危
険
物
を
収
集
し
ま
す
。
所
へ
次
の
日
程
で
、
だ
し
て
下
け
取
っ
て
各
家
庭
に
保
管
し
て
i

. 

に
す
る
。
な
お
、
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
[
各
家
庭
か
ら
で
る
空
ぴ
ん
ヽ
さ
い
o
お
ぃ
て
下
さ
い
o
＂

ロ
、
散
布
当
日
は
一
戸
外
に
放
し
武
道
館
完
成
て
く
わ
し
い
こ
と
は
、
役
楊
住
民
一
空
か
ん
等
の
危
険
物
は
、
肥
飼
＿
l
-
月
十
五
日
西
部
地
区
交
換
の
方
法
は
後
日
区
長
さ
i

.
 

Ii
一
月
二
十
一
一
日
中
部
地
区
ん
を
通
じ
て
連
絡
い
た
し
ま
す
血

飼
い
し
な
い
よ
う
に
す
る
。
課
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
＂
．

"
t

l
l
＿
こ
―
-
―
-
月
一
一
十
八
日
東
部
地
区
今
月
の
納
め
＂

昨
年
瓜
月
か
ら
工
事
を
始
め
た
＂
．
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分
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に
睡
気
も
此
め
て
手
拍
子
打
つ
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ル
に
応
募
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
努
者
全
旦
が
入
質
と
い
う
好
成
紹
三
、
堤
防
の
附
近
で
無
断
に
土
を
と

表
こ
一
せ
印
す
ょ
中
品
あ
い
子

内
、
一
二
回
全
国
一
位
に
な
り
大
偉
を
お
さ
め
ま
し
た
。
堀
っ
た
り
土
を
盛
っ
た
り
し
な
苗
｛
，
の
、

業
を
な
し
と
げ
て
い
ま
す
。
な
お
、
福
田
さ
ん
の
絵
は
役
掲
い
こ
と
（
建
設
省
川
俣
出
張
所
赤
文
の

M
5
-
5

f
"
"
長
崎
の
坂
下
に
仔
つ
老
神
父
本
売

福
田
さ
ん
も
知
事
賞
裏
の
中
央
公
民
館
を
写
生
し
た
も
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
）
た
J
下
C
I
l
l
仕
内
ぃ
“
翌
n
る
姿
う
ら
ぶ
れ
て
見
ゆ

図
画
コ
ノ
ク
ー
ル
の
で
あ
り
、
県
代
表
と
し
て
東
京
四
、
堤
防
の
附
近
で
家
と
か
ヘ
イ
宇
5
を
表
マ
t
2
f

9

i

H
I
“

岱
]
f
市
川
つ
や

に
出
品
さ
れ
ま
す
。
井
戸
な
ど
の
工
作
物
を
新
築
し
表
組
ラ
岡

L

ュ
市
ク
公
主
さ
話
人

▽
た
り
改
築
す
る
均
合
は
、
か
な
組
組
番
，
し

5

二
物
リ
天
＂
，
な
通
の
独
り
住
み
て
孫
に
送
ら
む
と
衣
縫

·
&
·
'
は
●
、
の
と
ひ
ぬ
小
さ
き
つ
む
じ
風
庭
に
輪
を

i
干
'
-
ー
ユ
み
間

9
‘
描
く
宮
塚
宮
江

君
ら
ず
許
可
を
受
け
る
こ
と
。
番
番
送
．

H
l
『
f
f
叫
報
農
ス
ス
た
番
は
で
あ

下
（
注
）
境
界
杭
よ
り
群
馬
媒
側
送
送
放
撞
公
ュ
ュ
ュ
心
沢
況
ュ
ュ
況
休
期
分
せ

瀬
ん
放
線
仄
ニ
―
―
-
―
仕
天
市
―
―
-
―
市
ん
の
O
O
ま
も
ど
き
の
実
ひ
と
き
わ
目
立
つ
初

、
さ
は
二
十
メ
ー
ト
J
V

0

日
峙

1

君
森
方
線
有
翡
送
話
込
＂
＂
心
話
心
活
心
話
心
＇
・
話
心
話
必
話
送
話
心
れ
6
心
雪
に
し
ゅ
ん
し
ゅ
ん
た
ぎ
る
七
草

以
上
の
こ
と
を
無
断
で
行
な
い
合
の
月
一
ヵ

泉
江
線
有
。
放
品
放
雌
放
通
放
雌
放
心
放
山
放
ー
通
放
通
放
通
放
心
放
3
分
ぽ
の
か
ゆ
細
田
武
子

今
ま
す
と
、
河
川
法
の
規
定
に
よ
る
l
"

手

、
ん
右

E
、
レ
．
す
到
4
1
0
0
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5
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5
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"
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l
S
o
o
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5
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3
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ひ
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ぶ
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す
元
教
師
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1
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1
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4
“
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1
0
月
さ

m

風
n
C
る
空
に
ち
ぎ
れ
雲
飛
ぷ
（
前

君
さ
罰
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あ
り
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ご
注
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く
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ま
A
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